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(57)【要約】
　加湿システムのための回路コネクタであって、当該シ
ステムが加湿チャンバにより係合されるように構成され
たベースユニットを含む、回路コネクタ。回路コネクタ
は、加湿チャンバの出口へ流体連通して出口から加湿さ
れたガスを受け入れる入口と、加湿されたガスをユーザ
へ導くための導管に密閉可能に接続するまたはそれと一
体である出口と、回路コネクタをベースユニットと関連
する電気端子に電気的に結合するための電気端子とを含
む。回路コネクタは加湿チャンバの出口に取り外し可能
かつ係止可能に接続可能であってもよく、および／また
は、配向特徴部がシステムの構成要素部品の向きをそれ
らが組み立てられるときに制御してもよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加湿システムのための回路コネクタであって、前記加湿システムがベースユニットと加
湿チャンバとを含み、前記加湿チャンバが前記ベースユニットと係合可能になるように構
成され、前記回路コネクタが、
　前記加湿チャンバの出口から加熱および／または加湿されたガスを受け入れるよう前記
加湿チャンバの前記出口への流体接続を提供するように構成された入口と、
　患者もしくは他の人へまたは前記患者もしくは前記他の人から前記加熱および／または
加湿されたガスを導くための導管への流体接続を提供するように構成された出口と、
　前記ベースユニットと関連する電気端子への電気的接続を提供するように構成された電
気端子と、を含み、
前記回路コネクタが前記加湿チャンバの前記出口への取り外し可能かつ係止可能な接続を
もたらすように構成され、それにより前記回路コネクタの前記入口から前記加湿チャンバ
の前記出口への前記流体接続を提供し、
　その結果、前記加湿チャンバが前記ベースユニットと係合され、前記回路コネクタが前
記加湿チャンバの前記出口へ接続されるときに、前記回路コネクタがまた前記回路コネク
タの前記電気端子から前記ベースユニットと関連する前記電気端子への前記電気的接続を
提供する、回路コネクタ。
【請求項２】
　加湿システムのための回路コネクタであって、前記加湿システムがベースユニットと加
湿チャンバとを含み、前記加湿チャンバが前記ベースユニットと係合可能になるように構
成され、前記回路コネクタが、
　前記加湿チャンバの出口から加熱および／または加湿されたガスを受け入れるよう前記
加湿チャンバの前記出口への流体接続を提供するように構成された入口と、
　患者もしくは他の人へまたは前記患者もしくは前記他の人から前記加熱および／または
加湿されたガスを導くための導管への流体接続を提供するように構成された出口と、
　ベースユニット電気端子への電気的接続を提供するように構成された電気端子と、を含
み、
　前記電気端子が、前記ベースユニット電気端子と接触するように大きさを決められ、位
置づけられ、構成された露出された接触パッドを含む、回路コネクタ。
【請求項３】
　前記電気端子が６つの均一に間隔を空けて配された接触パッドを含む、請求項２に記載
の回路コネクタ。
【請求項４】
　前記６つの均一に間隔を空けて配された接触パッドが、センサワイヤ用の２つの接触パ
ッドと、識別用の２つの接触パッドと、ヒーターワイヤ用の２つの接触パッドとを含む、
請求項３に記載の回路コネクタ。
【請求項５】
　前記ヒーターワイヤ用の前記２つの接触パッドが、前記センサワイヤ用の前記２つの接
触パッドおよび前記識別用の２つの接触パッドより長い、請求項４に記載の回路コネクタ
。
【請求項６】
　前記６つの均一に間隔を空けて配された接触パッドが全て同じ長さを有する、請求項２
～４のいずれか一項に記載の回路コネクタ。
【請求項７】
　前記電気端子が、全て均一に間隔を空けて配されているわけではない６つの接触パッド
を含む、請求項２に記載の回路コネクタ。
【請求項８】
　前記６つの均一に間隔を空けて配された接触パッドが、センサワイヤ用の２つの接触パ
ッドと、識別用の２つの接触パッドと、ヒーターワイヤ用の２つの接触パッドとを含む、
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請求項７に記載の回路コネクタ。
【請求項９】
　前記ヒーターワイヤ用の前記２つの接触パッドが、前記センサワイヤ用の前記２つの接
触パッドおよび前記識別用の２つの接触パッドより長い、請求項８に記載の回路コネクタ
。
【請求項１０】
　前記ヒーターワイヤ用の前記２つの接触パッドが互いに隣接している、請求項９に記載
の回路コネクタ。
【請求項１１】
　前記センサワイヤ用の前記２つの接触パッドおよび前記識別用の２つの接触パッドが均
一に間隔を空けて配され、前記ヒーターワイヤ用の前記２つの接触パッドが、前記センサ
ワイヤ用の前記２つの接触パッド間と同じ間隔で互いから間隔を空けて配されるが、前記
ヒーターワイヤ用の前記２つの接触パッドが、前記センサワイヤ用の前記２つの接触パッ
ドおよび識別用の前記２つの接触パッドのうち最も近いものから、前記ヒーターワイヤ用
の前記２つの接触パッドを互いから分離する距離より大きい距離だけ間隔を空けて配され
る、請求項８に記載の回路コネクタ。
【請求項１２】
　前記ヒーターワイヤ用の前記２つの接触パッドが、前記センサワイヤ用の前記２つの接
触パッドおよび前記識別用の２つの接触パッドより長い、請求項１１に記載の回路コネク
タ。
【請求項１３】
　前記接触パッドが回路基板上に形成され、前記プリント回路基板が外側支持体表面によ
り支持される、請求項２に記載の回路コネクタ。
【請求項１４】
　前記外側支持体表面が基端部でよりも先端部で広い、請求項１３に記載の回路コネクタ
。
【請求項１５】
　前記加湿チャンバの前記出口に対して前記回路コネクタを方向づけるように、および／
または、前記ベースユニットと関連する前記電気端子に対して前記回路コネクタの前記電
気端子を方向づけるように構成された配向器を含む、請求項１に記載の回路コネクタ。
【請求項１６】
　前記回路コネクタが所定の向きでのみ前記加湿チャンバの前記出口上へ摺動され得るよ
うに、前記配向器が、前記加湿チャンバの前記出口の突起部に摺動可能に係合するように
構成された凹部を含む、請求項１５に記載の回路コネクタ。
【請求項１７】
　前記回路コネクタが所定の向きでのみ前記加湿チャンバの前記出口上へ摺動され得るよ
うに、前記配向器が、前記加湿チャンバの前記出口における凹部に摺動可能に係合するよ
うに構成された突起部を含む、請求項１５または１６に記載の回路コネクタ。
【請求項１８】
　前記加湿チャンバの前記出口が、前記加湿チャンバから実質的に垂直に延在する第１部
分と前記第１部分から実質的に水平に延在する第２部分とを含み、使用中前記第２部分が
前記第１部分の下流にあり、前記回路コネクタの前記入口が前記回路コネクタの前記第２
部分への流体接続を提供するように構成され、前記回路コネクタが、前記第１部分を収容
するカットアウトを含み、前記カットアウトが、前記カットアウト内に受け入れられた前
記第１部分を収容するよう正しく方向づけられていない場合、前記回路コネクタの前記加
湿チャンバの前記出口への係合を阻止または制限する、請求項１～１７のいずれか一項に
記載の回路コネクタ。
【請求項１９】
　前記カットアウトが、開口部が相対的に広く、終端部が相対的に狭くなるよう輪郭形成
され、それにより最初の係合の際に前記回路コネクタの前記向きに関する公差を提供し、
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前記回路コネクタが前記加湿チャンバの前記出口に向かって押されるときに引き続きの係
合の際に前記向きを修正する、請求項１８に記載の回路コネクタ。
【請求項２０】
　前記回路コネクタの前記電気端子が、
使用中プリント回路基板の１つまたは複数のトラックと接触するように構成された１つま
たは複数のピンであって、前記ベースユニットと関連する前記電気端子が前記プリント回
路基板を含む、１つまたは複数のピン、または
使用中１つまたは複数のピンと接触するように構成された１つまたは複数のトラックを含
むプリント回路基板であって、前記ベースユニットと関連する前記電気端子が前記１つま
たは複数のピンを含む、プリント回路基板
を含む、請求項１～１９のいずれか一項に記載の回路コネクタ。
【請求項２１】
　前記回路コネクタの前記電気端子が、
使用中エッジカードレセプタクル内に受け入れられるように構成されたエッジカードであ
って、前記ベースユニットと関連する前記電気端子が前記エッジカードレセプタクルを含
むエッジカード、または
使用中エッジカードを受け入れるように構成されたエッジカードレセプタクルであって、
前記ベースユニットと関連する前記電気端子が前記エッジカードを含む、エッジカードレ
セプタクル
を含む、請求項１、１５～１９のいずれか一項に記載の回路コネクタ。
【請求項２２】
　前記回路コネクタの前記電気端子が１つまたは複数のヒーターワイヤおよび／または１
つまたは複数のセンサワイヤへ電気的に接続され、前記導管が前記１つまたは複数のヒー
ターワイヤおよび／または前記１つまたは複数のセンサワイヤを含む、請求項１～２１の
いずれか一項に記載の回路コネクタ。
【請求項２３】
　前記加湿チャンバの前記出口の壁上のラッチにより係合されるように構成された凹部ま
たは突起部を含み、それにより前記回路コネクタの前記加湿チャンバの前記出口への前記
取り外し可能かつ係止可能な接続を提供する、請求項１～２２のいずれか一項に記載の回
路コネクタ。
【請求項２４】
　前記加湿チャンバの前記出口の壁の凹部または突起部に係合するように構成されたラッ
チを含み、それにより前記回路コネクタの前記加湿チャンバの前記出口への前記取り外し
可能かつ係止可能な接続を提供する、請求項１～２３のいずれか一項に記載の回路コネク
タ。
【請求項２５】
　前記回路コネクタの前記加湿チャンバの前記出口からの除去を可能にするために前記ラ
ッチを前記凹部または突起部から係合解除するように構成されたアクティベータを含む、
請求項２３または２４に記載の回路コネクタ。
【請求項２６】
　前記アクティベータが少なくとも１つの手動で押下可能なボタンまたはスイッチを含む
、請求項２５に記載の回路コネクタ。
【請求項２７】
　前記回路コネクタの少なくとも一部が前記加湿チャンバの前記出口の内側に受け入れ可
能である、請求項１～２６のいずれか一項に記載の回路コネクタ。
【請求項２８】
　加湿システムのための回路コネクタであって、前記加湿システムがベースユニットと加
湿チャンバとを含み、前記回路コネクタが、
　前記加湿チャンバの出口から加熱および／または加湿されたガスを受け入れるよう前記
加湿チャンバの前記出口への流体接続を提供するように構成された入口と、
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　患者もしくは他の人へまたは前記患者もしくは前記他の人から前記加熱および／または
加湿されたガスを導くための導管への流体接続を提供するように構成された出口と、
　前記ベースユニットと関連する電気端子への電気的接続を提供するように構成された電
気端子と、
　前記加湿チャンバの前記出口に対して前記回路コネクタを方向づけるように構成された
配向器と、を含む、回路コネクタ。
【請求項２９】
　前記回路コネクタの前記電気端子が、前記回路コネクタの前記入口に実質的に平行であ
り、それにより電気的接続および流体接続の両方が単一の動きで生じさせられることを可
能にする、請求項１～２８のいずれか一項に記載の回路コネクタ。
【請求項３０】
　請求項１～２９のいずれか一項に記載の回路コネクタを含む医療用チューブ。
【請求項３１】
　前記回路コネクタが導管へ一体化されるか接続される、請求項３０の医療用チューブ。
【請求項３２】
　呼吸回路の吸気肢の少なくとも一部を形成するように構成される、請求項３０または３
１に記載の医療用チューブ。
【請求項３３】
　加湿システムのための加湿チャンバであって、前記加湿チャンバが、
　外壁と、
　前記外壁へ接続される上壁であって、前記外壁および前記上壁が液体を入れるための容
積を少なくとも部分的に画定する、上壁と、
　ガスをガス源から前記加湿チャンバ内へ受け入れる入口と、
　加熱および／または加湿されたガスを前記加湿チャンバから患者または他の人へ導くた
めに回路コネクタへ接続するように構成された出口と、を含み、
　前記出口が前記回路コネクタへの取り外し可能かつ係止可能な接続を提供するように構
成され、および／または、前記出口に対する前記回路コネクタの向きを制御する配向器を
含む、加湿チャンバ。
【請求項３４】
　前記回路コネクタが所定の向きでのみ前記加湿チャンバの前記出口上へ摺動され得るよ
うに、前記配向器が、前記回路コネクタ上の突起部に摺動可能に係合するように構成され
た凹部を含む、請求項３３に記載の加湿チャンバ。
【請求項３５】
　前記回路コネクタが所定の向きでのみ前記加湿チャンバの前記出口上へ摺動され得るよ
うに、前記配向器が、前記回路コネクタにおける凹部に摺動可能に係合するように構成さ
れた突起部を含む、請求項３３または３４に記載の加湿チャンバ。
【請求項３６】
　前記加湿チャンバの前記出口が、前記加湿チャンバから実質的に垂直に延在する第１部
分と前記第１部分から実質的に水平に延在する第２部分とを含み、使用中前記第２部分が
前記第１部分の下流にある、請求項３３～３５のいずれか一項に記載の加湿チャンバ。
【請求項３７】
　前記回路コネクタのラッチにより係合されるように構成された凹部または突起部を含み
、それにより前記回路コネクタの前記加湿チャンバの前記出口への前記取り外し可能かつ
係止可能な接続を提供する、請求項３３～３６のいずれか一項に記載の加湿チャンバ。
【請求項３８】
　前記回路コネクタの凹部または突起部に係合するように構成されたラッチを含み、それ
により前記回路コネクタの前記加湿チャンバの前記出口への前記取り外し可能かつ係止可
能な接続を提供する、請求項３３～３７のいずれか一項に記載の加湿チャンバ。
【請求項３９】
　前記回路コネクタの前記加湿チャンバの前記出口からの除去を可能にするために前記ラ
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ッチを前記凹部または突起部から係合解除するためのアクティベータを含む、請求項３７
または３８に記載の加湿チャンバ。
【請求項４０】
　前記アクティベータが少なくとも１つの手動で押下可能なボタンまたはスイッチを含む
、請求項３９に記載の加湿チャンバ。
【請求項４１】
　前記加湿チャンバの前記出口が、前記回路コネクタの少なくとも一部を前記加湿チャン
バの前記出口の内側に受け入れるように構成される、請求項３３～４０のいずれか一項に
記載の加湿チャンバ。
【請求項４２】
　前記ベースユニットに対する前記加湿チャンバの向きを制御する配向器を含む、請求項
３３～４１のいずれか一項に記載の加湿チャンバ。
【請求項４３】
　加湿システムのための加湿チャンバであって、前記加湿チャンバが、
　外壁と、
　前記外壁へ接続される上壁であって、前記外壁および前記上壁が液体を入れるための容
積を少なくとも部分的に画定する、上壁と、
　ガスをガス源から受け入れる入口と、
　加熱および／または加湿されたガスを患者または他の人へ導くための回路コネクタへ接
続するように構成された出口と、
　ベースユニットに対する前記加湿チャンバの向きを制御する配向器と、を含む加湿チャ
ンバ。
【請求項４４】
　前記加湿チャンバが所定の向きにおいてのみ前記ベースユニットと係合され得るように
、前記配向器が、前記ベースユニット上のまたは前記ベースユニットと関連する突起部に
摺動可能に係合するように構成された凹部を含む、請求項４３に記載の加湿チャンバ。
【請求項４５】
　前記加湿チャンバが所定の向きにおいてのみ前記ベースユニットと係合し得るように、
前記配向器が、前記ベースユニットにおけるまたは前記ベースユニットと関連する凹部に
摺動可能に係合するように構成された突起部を含む、請求項４３または４４に記載の加湿
チャンバ。
【請求項４６】
　前記配向器が、少なくとも部分的に、前記回路コネクタを前記加湿チャンバの前記出口
に対して方向づけるように構成される、請求項４３～４５のいずれか一項に記載の加湿チ
ャンバ。
【請求項４７】
　前記配向器が、少なくとも部分的に、前記回路コネクタの電気端子を前記ベースユニッ
トと関連する電気端子に対して方向づけるように構成される、請求項４３～４６のいずれ
か一項に記載の加湿チャンバ。
【請求項４８】
　前記ベースユニットへ、少なくとも部分的に、前記ベースユニットのまたは前記ベース
ユニットと関連するカプラを介して、結合するように構成される、請求項３３～４７のい
ずれか一項に記載の加湿チャンバ。
【請求項４９】
　前記回路コネクタが、請求項１～１６のいずれか一項に記載の前記回路コネクタである
、請求項３３～４８のいずれか一項に記載の加湿チャンバ。
【請求項５０】
　前記出口の少なくとも下流端部が、前記加湿チャンバの前記ベースユニットとの係合の
方向と実質的に平行な方向に方向づけられる、請求項３３～４９のいずれか一項に記載の
加湿チャンバ。
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【請求項５１】
　前記ベースユニットおよび／または前記ベースユニットのカプラへの前記回路コネクタ
の電気的接続部の係合の方向が、
　前記加湿チャンバの前記出口の少なくとも下流端部、および／または、前記加湿チャン
バの前記ベースユニットとの係合の方向、に実質的に平行である、請求項３３～５０のい
ずれか一項に記載の加湿チャンバ。
【請求項５２】
　加湿システムのための加湿チャンバであって、前記加湿チャンバが請求項１または１５
～２９のいずれか一項に記載の前記回路コネクタへ接続するように構成された出口を含む
、加湿チャンバ。
【請求項５３】
　加湿システムのためのカプラであって、前記カプラが、
　前記カプラを前記加湿システムのベースユニットへ構造的および電気的に接続するよう
に構成された第１接続部であって、前記ベースユニットが加湿チャンバに作動的に係合す
るように構成された第１接続部と、
加熱および／または加湿されたガスを患者または他の人へ送達するために前記加湿チャン
バの出口を導管へ流体連通させるように構成された回路コネクタへ前記カプラを電気的に
接続するように構成された第２接続部と、を含み、
　前記カプラが、前記加湿チャンバおよび／または前記回路コネクタが前記カプラと係合
させられるときに、前記加湿チャンバおよび／または前記回路コネクタを前記ベースユニ
ットに対して方向づけるための１つまたは複数の案内部分を含む、カプラ。
【請求項５４】
　前記第１および第２接続部が、前記加湿チャンバおよび／または前記回路コネクタを実
質的に同じ方向に付勢することによりもたらされるように構成される、請求項５３に記載
のカプラ。
【請求項５５】
　加湿システムのためのベースユニットであって、前記システムにおいて、加湿チャンバ
が、前記ベースユニットと係合可能になるように構成され、回路コネクタが前記加湿チャ
ンバの出口へ流体連通するように構成され、前記回路コネクタの電気端子が、前記ベース
ユニットと関連する電気端子へ電気的に接続するように構成され、　
　前記ベースユニットは、前記加湿チャンバおよび／または前記回路コネクタが前記ベー
スユニットと係合させられるときに、前記加湿チャンバおよび／または前記回路コネクタ
を前記ベースユニットに対して方向づけるための１つまたは複数の案内部分を含む、ベー
スユニット。
【請求項５６】
　加湿システムのためのベースユニットであって、前記システムにおいて、加湿チャンバ
が前記ベースユニットと係合可能になるように構成され、回路コネクタが前記加湿チャン
バの出口へ流体連通するように構成され、前記回路コネクタの電気端子が前記ベースユニ
ットと関連する電気端子へ電気的に接続するように構成され、
　前記ベースユニットは、前記加湿チャンバを、前記ベースユニットの前記電子端子が前
記回路コネクタの前記電気端子へ電気的に接続するように構成される方向と実質的に同じ
方向にまたはそれと平行の方向に、受け入れるように構成される、ベースユニット。
【請求項５７】
　インサートブロックが、前記回路コネクタの前記電気端子と前記ベースユニットと関連
する前記電気端子との間に位置づけられる、請求項５６に記載のベースユニット。
【請求項５８】
　前記インサートブロックが前記ベースユニットへ取り付けられる、請求項５７に記載の
ベースユニット。
【請求項５９】
　前記ベースユニットが取り外し可能なカプラを含み、前記インサートブロックが前記取
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り外し可能なカプラへ取り付けられる、請求項５８に記載のベースユニット。
【請求項６０】
　前記インサートブロックが本体を有し、前記取り外し可能なカプラがフードを有し、前
記インサートブロックの前記本体が、前記取り外し可能なカプラの前記フード内に受け入
れられるように大きさを決められ、構成されている、請求項５９に記載のベースユニット
。
【請求項６１】
　前記インサートブロックが下方に向く接触面を有する、請求項６０に記載のベースユニ
ット。
【請求項６２】
　１つまたは複数の接触端子が前記下方に向く接触面を越えて下方に突出する、請求項６
１に記載のベースユニット。
【請求項６３】
　加湿システムであって、
　請求項１～２９のいずれか一項に記載の回路コネクタ、および／または
　請求項３０～３２のいずれか一項に記載の医療用チューブ、および／または
　請求項３３～５２のいずれか一項に記載の加湿チャンバ、および／または
　請求項５３または５４に記載のカプラ、および／または
　請求項５５～６２に記載のベースユニット
を含む加湿システム。
【請求項６４】
　加湿システムであって、
　ベースユニットと、
　前記ベースユニットへ作動的に接続するように構成された加湿チャンバであって、前記
加湿チャンバが、チャンバを画定する外側本体と、前記チャンバ内への通路を画定する壁
を含む入口ポートと、前記チャンバから出る通路を画定する壁を含む出口ポートとを含む
、加湿チャンバと、
　前記出口ポートを加湿されたガス送達用導管へ接続するように構成された回路コネクタ
と、を含み、
前記回路コネクタの前記出口ポートへの接続が前記加湿チャンバの前記ベースユニットへ
の接続と実質的に同じ方向になされる、加湿システム。
【請求項６５】
　前記回路コネクタが、前記加湿されたガス送達用導管および／または前記回路コネクタ
を前記ベースユニットと関連する電気端子へ電気的に接続するように構成された電気端子
を含む、請求項６４に記載のシステム。
【請求項６６】
　前記回路コネクタの前記電気端子が、前記回路コネクタの前記加湿チャンバの前記出口
ポートへの前記接続および／または前記加湿チャンバの前記ベースユニットへの前記接続
と実質的に同じ方向に、前記ベースユニットと関連する前記電気端子へ接続する、請求項
６５に記載のシステム。
【請求項６７】
　前記方向が実質的に水平である、請求項６４～６６のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６８】
　前記ベースユニット、前記加湿チャンバ、前記回路コネクタまたは前記加湿チャンバと
前記ベースユニットとの間に設けられたカプラの任意の１つまたは複数が、前記ベースユ
ニット、前記加湿チャンバ、前記回路コネクタまたは前記カプラのうちの他のものの少な
くとも１つの相対的向きを制御する配向器を含む、請求項６４～６７のいずれか一項に記
載のシステム。
【請求項６９】
　加湿システムであって、
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　ベースユニットと、
　前記ベースユニットへ作動的に接続するように構成された加湿チャンバであって、前記
加湿チャンバが、チャンバを画定する外側本体と、前記チャンバ内への通路を画定する壁
を含む入口ポートと、前記チャンバから出る通路を画定する壁を含む出口ポートとを含む
、加湿チャンバと、
　前記出口ポートを加湿されたガス送達用導管へ接続するように構成された回路コネクタ
であって、前記回路コネクタが前記ベースユニットと関連する電気端子へ電気的に接続す
るように構成された電気端子を含む回路コネクタと、を含み、
　前記ベースユニット、前記加湿チャンバ、前記回路コネクタまたは前記加湿チャンバと
前記ベースユニットとの間に設けられたカプラの任意の１つまたは複数が、前記ベースユ
ニット、前記加湿チャンバ、前記回路コネクタまたは前記カプラのうちの他のものの少な
くとも１つの相対的向きを制御する配向器を含む、加湿システム。
【請求項７０】
　前記システムが加圧ガス源を含み、前記加圧ガス源が出口を含み、前記加圧ガス源の前
記出口が前記加湿チャンバの前記入口ポートへ接続されるか接続可能であり、前記加湿チ
ャンバが前記加圧ガス源と出口ポートとの間に流路を画定する、請求項６４～６９のいず
れか一項に記載のシステム。
【請求項７１】
　前記回路コネクタが、前記加湿チャンバの前記出口ポートへの取り外し可能かつ係止可
能な接続を提供するように構成される、請求項６４～７０のいずれか一項に記載のシステ
ム。
【請求項７２】
　前記加湿チャンバが、前記ベースユニットと取り外し可能かつ係止可能に係合可能であ
る、請求項６４～７１のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項７３】
　前記回路コネクタが、前記ベースユニットに動かないようにまたは係止可能に取り付け
可能でなく、および／または、前記回路コネクタが、前記回路コネクタと前記ベースユニ
ットとの間に位置するカプラに動かないようにまたは係止可能に取り付け可能でない、請
求項６４～７２のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項７４】
　加湿システムを組み立てるための方法であって、前記方法が、
　加湿チャンバをベースユニットへ第１方向に摺動可能に係合させるステップと、
　回路コネクタを前記加湿チャンバの出口へ第２方向に摺動可能に係合させるステップと
、を含み、
前記第１および第２方向が実質的に同じである、方法。
【請求項７５】
　前記回路コネクタを前記加湿チャンバの前記出口に前記摺動可能に係合させるステップ
は、前記回路コネクタの、前記ベースユニットおよび／または前記ベースユニットと関連
する制御モジュールへの電気的接続をもたらすまたは生じさせる、請求項７４に記載の方
法。
【請求項７６】
　加湿システムを組み立てるための方法であって、前記方法が、
　回路コネクタを加湿チャンバの出口へ第１方向に摺動可能に係合させるステップと、
　前記加湿チャンバと前記回路コネクタとの組み合わされた部分組立体をベースユニット
へ第２方向に摺動可能に係合させるステップと、を含み、
前記第１および第２方向が実質的に同じである、方法。
【請求項７７】
　前記加湿チャンバと前記回路コネクタとの前記組み合わされた部分組立体をベースユニ
ットへ前記摺動可能に係合させるステップが、前記回路コネクタの、前記ベースユニット
および／または前記ベースユニットと関連する制御モジュールへの電気的接続をもたらす
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または生じさせる、請求項７６に記載の方法。
【請求項７８】
　前記第１および第２方向が実質的に水平である、請求項７４～７７のいずれか一項に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権出願の参照による組込み
　本出願と共に提出される、外国または国内優先権の主張がアプリケーションデータシー
トにおいて確認される全ての出願は、米国特許法施行規則１．５７の下参照によりここに
組み込まれる。本出願は、２０１３年１２月２０日に出願された米国仮特許出願第６１／
９１９４８５号明細書、および２０１４年１０月３日に出願された米国仮特許出願第６２
／０５９３３９号明細書の優先権を主張し、これらの各々はその全体が参照によりここに
援用される。
【０００２】
　本開示は概して、加熱および／または加湿されたガス、特に呼吸ガスをユーザに提供す
るための方法またはデバイスに関する。より詳細には、本開示は、加湿システムの構成要
素間の接続を提供するまたは可能にする装置および技術に関する。開示される装置および
技術は、気道陽圧（ＰＡＰ）、人工呼吸器、麻酔、ベンチレータ、および吸入システムな
どにおいて患者へガスを提供するおよび／または患者からガスを除去するために使用され
得る。
【背景技術】
【０００３】
　呼吸治療、腹腔鏡検査などを含む様々な医療処置のために加熱および／または加湿され
たガスを送達する加湿システムが考案されてきた。これらのシステムは、温度、湿度、お
よび流速を制御するように構成され得る。
【０００４】
　加湿システムはまた、加熱および／または加湿されたガスを患者へおよび患者から運ぶ
ための様々な構成要素を含む医療用回路を含む。例えば、ＰＡＰまたは補助装置付き呼吸
回路などのいくつかの呼吸回路において、患者により吸入されるガスはヒーター－加湿器
から吸気チューブを通って送達される。別の例として、チューブは加湿されたガス（一般
的にＣＯ２）を吸入回路において腹腔へ送達し得る。これは患者の内臓が乾燥するまたは
完全に乾くのを防ぐのに役立つことができ、手術からの回復に必要な時間を減らすことが
できる。非加熱のチューブは周囲の冷房へのかなりの熱損失を可能にする。この冷房は、
暖かい、加湿された空気を運ぶチューブの長さに沿った望ましくない凝結すなわち「レイ
ンアウト（ｒａｉｎｏｕｔ）」をもたらし得る。凝結がチューブに形成するのを防止する
か少なくとも減らすために、ヒーターワイヤが回路を形成するチューブの少なくとも一部
に沿って延在してもよい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の配置構成が望ましい治療を提供する一方で、加湿システムの構成要素の接続およ
び／または接続解除をより容易にする装置に対する必要性が残っている。したがって、先
行技術の欠点の１つもしくは複数を克服または緩和すること、または少なくとも有用な選
択肢を一般に提供することが本開示の特定の特徴、態様、および利点の目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の第１の態様によると、加湿システムのための回路コネクタであって、加湿シス
テムがベースユニットと加湿チャンバとを含み、加湿チャンバがベースユニットと係合可
能になるように構成され、回路コネクタが、加湿チャンバの出口から加熱および／または
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加湿されたガスを受け入れるよう加湿チャンバの出口への流体接続を提供するように構成
された入口と、患者もしくは他の人へまたは患者もしくは他の人から加熱および／または
加湿されたガスを導くための導管への流体接続を提供するように構成された出口と、ベー
スユニットと関連する電気端子への電気的接続を提供するように構成された電気端子とを
含み、回路コネクタが加湿チャンバの出口への取り外し可能かつ係止可能な接続をもたら
すように構成され、それにより回路コネクタの入口から加湿チャンバの出口への流体接続
を提供し、その結果、加湿チャンバがベースユニットと係合され、回路コネクタが加湿チ
ャンバの出口へ接続されるときに、回路コネクタがまた回路コネクタの電気端子からベー
スユニットと関連する電気端子への電気的接続を提供する、回路コネクタが提供される。
【０００７】
　本開示のいくつかの態様によると、加湿システムのための回路コネクタが提供される。
加湿システムはベースユニットと加湿チャンバとを含む。加湿チャンバはベースユニット
と係合可能になるように構成される。回路コネクタは、加湿チャンバの出口から加熱およ
び／または加湿されたガスを受け入れるよう加湿チャンバの出口への流体接続を提供する
ように構成された入口を含む。出口は患者もしくは他の人へまたは患者もしくは他の人か
ら加熱および／または加湿されたガスを導くための導管への流体接続を提供するように構
成される。電気端子は、ベースユニット電気端子への電気的接続を提供するように構成さ
れる。電気端子は、ベースユニット電気端子と接触するように大きさを決められ、位置づ
けられ、構成された露出された接触パッドを含む。
【０００８】
　いくつかのそのような構成において、電気端子は６つの均一に間隔を空けて配された接
触パッドを含む。いくつかのそのような構成において、６つの均一に間隔を空けて配され
た接触パッドは、センサワイヤ用の２つの接触パッドと、識別用の２つの接触パッドと、
ヒーターワイヤ用の２つの接触パッドとを含む。いくつかのそのような構成において、ヒ
ーターワイヤ用の２つの接触パッドは、センサワイヤ用の２つの接触パッドおよび識別用
の２つの接触パッドより長い。いくつかのそのような構成において、６つの均一に間隔を
空けて配された接触パッドは全て同じ長さを有する。いくつかのそのような構成において
、電気端子は、全て均一に間隔を空けて配されているわけではない６つの接触パッドを含
む。いくつかのそのような構成において、６つの均一に間隔を空けて配された接触パッド
は、センサワイヤ用の２つの接触パッドと、識別用の２つの接触パッドと、ヒーターワイ
ヤ用の２つの接触パッドとを含む。いくつかのそのような構成において、ヒーターワイヤ
用の２つの接触パッドはセンサワイヤ用の２つの接触パッドおよび識別用の２つの接触パ
ッドより長い。いくつかのそのような構成において、ヒーターワイヤ用の２つの接触パッ
ドは互いに隣接している。いくつかのそのような構成において、センサワイヤ用の２つの
接触パッドおよび識別用の２つの接触パッドは均一に間隔を空けて配され、ヒーターワイ
ヤ用の２つの接触パッドはセンサワイヤ用の２つの接触パッド間と同じ間隔で互いから間
隔を空けて配されるが、ヒーターワイヤ用の２つの接触パッドは、センサワイヤ用の２つ
の接触パッドおよび識別用の２つの接触パッドのうち最も近いものから、ヒーターワイヤ
用の２つの接触パッドを互いから分離する距離より大きい距離だけ間隔を空けて配される
。いくつかのそのような構成において、ヒーターワイヤ用の２つの接触パッドは、センサ
ワイヤ用の２つの接触パッドおよび識別用の２つの接触パッドより長い。いくつかのその
ような構成において、接触パッドは回路基板上に形成され、プリント回路基板は外側支持
体表面により支持される。いくつかのそのような構成において、外側支持体表面は基端部
でよりも先端部で広い。
【０００９】
　一実施形態によれば、回路コネクタは、加湿チャンバの出口に対して回路コネクタを方
向づけるように、および／または、ベースユニットと関連する電気端子に対して回路コネ
クタの電気端子を方向づけるように構成された配向器（ｏｒｉｅｎｔａｔｏｒ）を含む。
【００１０】
　回路コネクタが所定の向きでのみ加湿チャンバの出口上へ摺動され得るように、配向器
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は、加湿チャンバの出口の突起部に摺動可能に係合するように構成された凹部を含んでも
よい。反対に、配向器は、加湿チャンバの出口における凹部に摺動可能に係合するように
構成された突起部を含んでもよい。
【００１１】
　配向特徴部（ｆｅａｔｕｒｅｓ）を設けることは、回路コネクタの電気端子と、ベース
ユニットと関連する電気端子との整列が存在することを確実にするのに役立ち、組立ての
容易さが増す。さらに、回路コネクタの加湿チャンバの出口への取り外し可能かつ係止可
能な接続は、正しい向きが維持されることを確実にするのに役立つ。
【００１２】
　加湿チャンバの出口は、加湿チャンバから実質的に垂直に延在する第１部分と第１部分
から実質的に水平に延在する第２部分とを含んでもよく、使用中第２部分は第１部分の下
流にあり、回路コネクタの入口は回路コネクタの第２部分への流体接続を提供するように
構成される。この実施形態によると、回路コネクタは、第１部分を収容するカットアウト
を含んでもよく、カットアウトは、カットアウト内に受け入れられた第１部分を収容する
よう正しく方向づけられていない場合、回路コネクタの加湿チャンバの出口への係合を阻
止または制限する。
【００１３】
　カットアウトは、開口部が相対的に広く、終端部が相対的に狭くなるよう輪郭形成され
てもよく、それにより最初の係合の際に回路コネクタの向きに関する公差を提供し、回路
コネクタが加湿チャンバの出口に向かって押されるときに引き続きの係合の際に向きを修
正する。
【００１４】
　回路コネクタの電気端子は、使用中プリント回路基板の１つまたは複数のトラックと接
触するように構成された１つまたは複数のピンを含んでもよく、前記ベースユニットと関
連する前記電気端子は前記プリント回路基板を含む。代替的に、回路コネクタの電気端子
は、使用中１つまたは複数のピンと接触するように構成された１つまたは複数のトラック
を含むプリント回路基板を含んでもよく、ベースユニットと関連する電気端子は前記１つ
または複数のピンを含む。
【００１５】
　回路コネクタの電気端子は代替的に、使用中エッジカードレセプタクル内に受け入れら
れるように構成されたエッジカードを含んでもよく、ベースユニットと関連する電気端子
は前記エッジカードレセプタクルを含む。
【００１６】
　回路コネクタの電気端子は、代替的に、使用中エッジカードを受け入れるように構成さ
れたエッジカードレセプタクルを含んでもよく、ベースユニットと関連する電気端子は前
記エッジカードを含む。
【００１７】
　他の形態の電気端子は当業者には明らかであり、本開示の範囲内に含まれる。
【００１８】
　回路コネクタの電気端子は１つまたは複数のヒーターワイヤおよび／または１つまたは
複数のセンサワイヤへ電気的に接続されてもよく、導管は前記１つまたは複数のヒーター
ワイヤおよび／または前記１つまたは複数のセンサワイヤを含むか、それと関連する前記
１つまたは複数のヒーターワイヤおよび／または前記１つまたは複数のセンサワイヤを有
する。
【００１９】
　回路コネクタは、加湿チャンバのラッチにより係合されるように構成された凹部または
突起部（ラッチは加湿チャンバの出口の壁上に設けられる）を含んでもよく、それにより
回路コネクタの加湿チャンバの出口への前記取り外し可能かつ係止可能な接続を提供する
。
【００２０】
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　回路コネクタは加えてまたは代替的に、加湿チャンバの出口の壁の凹部または突起部に
係合するように構成されたラッチを含んでもよく、それにより回路コネクタの加湿チャン
バの出口への前記取り外し可能かつ係止可能な接続を提供する。
【００２１】
　回路コネクタは、回路コネクタの加湿チャンバの出口からの除去を可能にするためにラ
ッチを凹部または突起部から係合解除するように構成されたアクティベータを含んでもよ
い。
【００２２】
　アクティベータは少なくとも１つの手動で押下可能なボタンまたはスイッチを含んでも
よい。
【００２３】
　回路コネクタの少なくとも一部は、加湿チャンバの出口の内側に受け入れ可能であって
もよい。
【００２４】
　第２の態様によると、加湿システムのための回路コネクタであって、加湿システムがベ
ースユニットと加湿チャンバとを含み、回路コネクタが、加湿チャンバの出口から加熱お
よび／または加湿されたガスを受け入れるよう加湿チャンバの出口への流体接続を提供す
るように構成された入口と、患者もしくは他の人へまたは患者もしくは他の人から加熱お
よび／または加湿されたガスを導くための導管への流体接続を提供するように構成された
出口と、ベースユニットと関連する電気端子への電気的接続を提供するように構成された
電気端子と、加湿チャンバの出口に対して回路コネクタを方向づけるように構成された配
向器とを含む、回路コネクタが提供される。
【００２５】
　回路コネクタの電気端子は、回路コネクタの入口におよび／または回路コネクタの電気
端子をベースユニットと関連する電気端子へ電気的に接続するために使用される係合の方
向に実質的に平行であってもよく、それにより電気的接続および流体接続の両方が単一の
動きで生じさせられることを可能にする。
【００２６】
　第３の態様によると、第１または第２の態様の回路コネクタを含む医療用チューブが提
供される。回路コネクタは導管へ一体化されるか接続されてもよく、および／または、呼
吸回路の吸気肢または呼気肢の少なくとも一部を形成するように構成されてもよい。
【００２７】
　第４の態様によると、加湿システムのための加湿チャンバであって、加湿チャンバが、
外壁と、外壁へ接続される上壁であって、外壁および上壁が液体を入れるための容積を少
なくとも部分的に画定する、上壁と、ガスをガス源から加湿チャンバ内へ受け入れる入口
と、加熱および／または加湿されたガスを加湿チャンバから患者または他の人へ導くため
に回路コネクタへ接続するように構成された出口とを含み、出口が回路コネクタへの取り
外し可能かつ係止可能な接続を提供するように構成され、および／または、出口に対する
回路コネクタの向きを制御する配向器を含む、加湿チャンバが提供される。
【００２８】
　回路コネクタが所定の向きでのみ加湿チャンバの出口上へ摺動され得るように、配向器
は、回路コネクタ上の突起部に摺動可能に係合するように構成された凹部を含んでもよい
。反対に、回路コネクタが所定の向きでのみ加湿チャンバの出口上へ摺動され得るように
、配向器は、回路コネクタにおける凹部に摺動可能に係合するように構成された突起部を
含んでもよい。
【００２９】
　加湿チャンバの出口は、加湿チャンバから実質的に垂直に延在する第１部分と第１部分
から実質的に水平に延在する第２部分とを含んでもよく、使用中第２部分が第１部分の下
流にある。
【００３０】
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　加湿チャンバは、回路コネクタのラッチにより係合されるように構成された凹部または
突起部を含んでもよく、それにより回路コネクタの加湿チャンバの出口への前記取り外し
可能かつ係止可能な接続を提供する。代替的に、加湿チャンバは、回路コネクタの凹部ま
たは突起部に係合するように構成されたラッチを含んでもよい。
【００３１】
　加湿チャンバは、回路コネクタの加湿チャンバの出口からの除去を可能にするためにラ
ッチを凹部または突起部から係合解除するためのアクティベータを含んでもよい。
【００３２】
　アクティベータは少なくとも１つの手動で押下可能なボタンまたはスイッチを含んでも
よい。
【００３３】
　加湿チャンバの出口は、回路コネクタの少なくとも一部を加湿チャンバの出口の内側に
受け入れるように構成されてもよい。
【００３４】
　加湿チャンバは、ベースユニットに対する加湿チャンバの向きを制御する配向器を含ん
でもよい。
【００３５】
　第５の態様によると、加湿システムのための加湿チャンバであって、加湿チャンバが、
外壁と、外壁へ接続される上壁であって、外壁および上壁が液体を入れるための容積を少
なくとも部分的に画定する、上壁と、ガスをガス源から受け入れる入口と、加熱および／
または加湿されたガスを患者または他の人へ導くための回路コネクタへ接続するように構
成された出口と、ベースユニットに対する加湿チャンバの向きを制御する配向器とを含む
加湿チャンバが提供される。
【００３６】
　加湿チャンバが所定の向きにおいてのみベースユニットと係合され得るように、配向器
は、ベースユニット上のまたはベースユニットと関連する突起部に摺動可能に係合するよ
うに構成された凹部を含んでもよい。代替的に、加湿チャンバが所定の向きにおいてのみ
ベースユニットと係合し得るように、配向器は、ベースユニットにおけるまたはベースユ
ニットと関連する凹部に摺動可能に係合するように構成された突起部を含んでもよい。
【００３７】
　配向器は、少なくとも部分的に、回路コネクタを加湿チャンバの出口に対して方向づけ
るように構成されてもよい。加えてまたは代替的に、配向器は、少なくとも部分的に、回
路コネクタの電気端子をベースユニットと関連する電気端子に対して方向づけるように構
成されてもよい。
【００３８】
　一実施形態において、加湿チャンバは、ベースユニットへ、少なくとも部分的に、ベー
スユニットのまたはベースユニットと関連するカプラを介して、結合するように構成され
る。加えてまたは代替的に、回路コネクタの少なくとも電気端子は、カプラの電気端子と
接続するように構成されてもよい。さらなる接続部が、カプラとベースユニットとの間に
、それらの間で情報を交換するために、および／または、例えば導管内のヒーターワイヤ
に回路コネクタを介して給電するために電力を交換するために、設けられてもよい。
【００３９】
　一実施形態において、加湿チャンバの出口の少なくとも下流端部は、加湿チャンバのベ
ースユニットとの係合の方向と実質的に平行な方向に方向づけられる。加えてまたは代替
的に、ベースユニットと関連する電気端子および／またはベースユニットのためのカプラ
への回路コネクタの電気端子の係合の方向が、加湿チャンバの出口の少なくとも下流端部
、および／または加湿チャンバのベースユニットとの係合の方向に実質的に平行である。
【００４０】
　加湿チャンバは、第１または第２の態様の回路コネクタへ接続するように構成された出
口を含んでもよい。
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【００４１】
　第６の態様によると、加湿システムのためのカプラであって、カプラが、カプラを加湿
システムのベースユニットへ構造的および電気的に接続するように構成された第１接続部
であって、ベースユニットが加湿チャンバに作動的に係合するように構成された第１接続
部と、加熱および／または加湿されたガスを患者または他の人へ送達するために加湿チャ
ンバの出口を導管へ流体連通させるように構成された回路コネクタへカプラを電気的に接
続するように構成された第２接続部とを含み、カプラが、加湿チャンバおよび／または回
路コネクタがカプラと係合させられるときに、加湿チャンバおよび／または回路コネクタ
をベースユニットに対して方向づけるための１つまたは複数の案内部分を含む、カプラが
提供される。
【００４２】
　第１および第２接続部は、加湿チャンバおよび／または回路コネクタを実質的に同じ方
向に付勢することによりもたらされるように構成され得る、すなわち、方向が平行になり
得る。
【００４３】
　第７の態様によると、加湿システムのためのベースユニットであって、このシステムに
おいて、加湿チャンバが、ベースユニットと係合可能になるように構成され、回路コネク
タが加湿チャンバの出口へ流体連通するように構成され、回路コネクタの電気端子が、ベ
ースユニットと関連する電気端子へ電気的に接続するように構成され、ベースユニットが
、加湿チャンバおよび／または回路コネクタがベースユニットと係合させられるときに、
加湿チャンバおよび／または回路コネクタをベースユニットに対して方向づけるための１
つまたは複数の案内部分を含む、ベースユニットが提供される。
【００４４】
　第８の態様によると、加湿システムのためのベースユニットであって、このシステムに
おいて、加湿チャンバがベースユニットと係合可能になるように構成され、回路コネクタ
が加湿チャンバの出口へ流体連通するように構成され、回路コネクタの電気端子がベース
ユニットと関連する電気端子へ電気的に接続するように構成され、ベースユニットが、加
湿チャンバを、ベースユニットの電子端子が回路コネクタの電気端子へ電気的に接続する
ように構成される方向と実質的に同じ方向にまたはそれと平行の方向に、受け入れるよう
に構成される、ベースユニットが提供される。
【００４５】
　いくつかの構成において、ベースユニットは回路コネクタの電気端子とベースユニット
と関連する電気端子との間に位置づけられるインサートブロックを有する。いくつかのそ
のような構成において、インサートブロックはベースユニットへ取り付けられる。いくつ
かのそのような構成において、ベースユニットは取り外し可能なカプラを含み、インサー
トブロックは取り外し可能なカプラへ取り付けられる。いくつかのそのような構成におい
て、インサートブロックは本体を有し、取り外し可能なカプラはフードを有し、インサー
トブロックの本体は、取り外し可能なカプラのフード内に受け入れられるように大きさを
決められ、構成されている。いくつかのそのような構成において、インサートブロックは
下方に向く接触面を有する。いくつかのそのような構成において、１つまたは複数の接触
端子は下方に向く接触面を越えて下方に突出する。
【００４６】
　第９の態様によると、加湿システムであって、第１または第２の態様の回路コネクタ、
および／または第３の態様の医療用チューブ、および／または第４または第５の態様の加
湿チャンバ、および／または第６の態様のカプラ、および／または第７または第８の態様
のベースユニットを含む加湿システムが提供される。
【００４７】
　電気的接続および／または流体接続および／または構造的接続は、第９の態様において
挙げられた様々な構成要素間で生じさせることができ、その詳細は第１～第８の態様に関
して特定される。
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【００４８】
　第１０の態様によると、加湿システムであって、ベースユニットと、ベースユニットへ
作動的に接続するように構成された加湿チャンバであって、加湿チャンバが、チャンバを
画定する外側本体と、チャンバ内への通路を画定する壁を含む入口ポートと、チャンバか
ら出る通路を画定する壁を含む出口ポートとを含む、加湿チャンバと、出口ポートをガス
送達用導管へ接続するように構成された回路コネクタとを含み、回路コネクタの出口ポー
トへの接続が加湿チャンバのベースユニットへの接続と実質的に同じ方向になされる、加
湿システムが提供される。
【００４９】
　回路コネクタは、ガス送達用導管および／または回路コネクタをベースユニットと関連
する電気端子へ電気的に接続するように構成された電気端子を含んでもよい。
【００５０】
　回路コネクタの電気端子は、回路コネクタの加湿チャンバの出口ポートへの接続および
／または加湿チャンバのベースユニットへの接続と実質的に同じ方向に、ベースユニット
と関連する電気端子へ接続してもよい。前記方向は実質的に水平であってもよい。
【００５１】
　ベースユニット、加湿チャンバ、回路コネクタまたは加湿チャンバとベースユニットと
の間に設けられたカプラの任意の１つまたは複数は、ベースユニット、加湿チャンバ、回
路コネクタまたはカプラのうちの他のものの少なくとも１つの相対的向きを制御する配向
器を含み得る。
【００５２】
　第１１の態様によると、加湿システムであって、ベースユニットと、ベースユニットへ
作動的に接続するように構成された加湿チャンバであって、加湿チャンバが、チャンバを
画定する外側本体と、チャンバ内への通路を画定する壁を含む入口ポートと、チャンバか
ら出る通路を画定する壁を含む出口ポートとを含む、加湿チャンバと、出口ポートをガス
送達用導管へ接続するように構成された回路コネクタであって、回路コネクタがベースユ
ニットと関連する電気端子へ電気的に接続するように構成された電気端子を含む回路コネ
クタとを含み、ベースユニット、加湿チャンバ、回路コネクタまたは加湿チャンバとベー
スユニットとの間に設けられたカプラの任意の１つまたは複数が、ベースユニット、加湿
チャンバ、回路コネクタまたはカプラのうちの他のものの少なくとも１つの相対的向きを
制御する配向器を含み得る加湿システムが提供される。
【００５３】
　加湿システムは加圧ガス源を含んでもよく、加圧ガス源は出口を含み、加圧ガス源の出
口は加湿チャンバの入口ポートへ接続されるか接続可能であり、加湿チャンバは加圧ガス
源と出口ポートとの間に流路を画定する。
【００５４】
　回路コネクタは、加湿チャンバの出口ポートへの取り外し可能かつ係止可能な接続を提
供するように構成され得る。
【００５５】
　加湿チャンバは、ベースユニットと取り外し可能かつ係止可能に係合可能であってもよ
い。
【００５６】
　回路コネクタは、好ましくはベースユニットに動かないようにまたは係止可能に取り付
け可能でなく、および／または、回路コネクタは、好ましくは回路コネクタとベースユニ
ットとの間に位置するカプラに動かないようにまたは係止可能に取り付け可能でない。
【００５７】
　第１２の態様によると、加湿システムの構成要素を取り付ける方法であって、方法が、
加湿チャンバをベースユニットへ第１方向に摺動可能に係合させるステップと、回路コネ
クタを加湿チャンバの出口へ第２方向に摺動可能に係合させるステップとを含み、第１お
よび第２方向が実質的に同じである、方法が提供される。
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【００５８】
　回路コネクタを加湿チャンバの出口に前記摺動可能に係合させるステップは、回路コネ
クタの、ベースユニットおよび／またはベースユニットと関連する制御モジュールへの電
気的接続をもたらし得るまたは生じさせ得る。
【００５９】
　第１３の態様によると、加湿システムの構成要素を取り付ける方法であって、方法が、
回路コネクタを加湿チャンバの出口へ第１方向に摺動可能に係合させるステップと、加湿
チャンバおよび回路コネクタをベースユニットへ第２方向に摺動可能に係合させるステッ
プとを含み、第１および第２方向が実質的に同じである方法が提供される。
【００６０】
　加湿チャンバおよび回路コネクタをベースユニットに前記摺動可能に係合させるステッ
プは、回路コネクタの、ベースユニットおよび／またはベースユニットと関連する制御モ
ジュールへの電気的接続をもたらし得るまたは生じさせ得る。第１および第２方向は実質
的に水平であってもよい。
【００６１】
　本開示および先行技術を上回って達成された利点を要約する目的で、特定の目的および
利点が本明細書において記載されている。全てのそのような目的または利点があらゆる特
定の実施形態によって達成される必要はないことは理解されたい。したがって、例えば、
当業者は、開示された１つまたは複数の構成は、本明細書において教示または提案され得
るとおりの他の利点を必ずしも達成せずに、本明細書において教示または提案されるとお
り、１つの利点または一群の利点を達成または最適化する方法で実現または実施されても
よいことを認めるだろう。これらの実施形態の全ては本開示の範囲内にあることが意図さ
れる。
【００６２】
　本開示のこれらのおよび他の特徴、態様ならびに利点は、例示的であるが本発明を限定
するものであってはならない以下の図面を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】加湿システムの例示的実施形態の概略図である。
【図２Ａ－２Ｂ】加湿システムの例示的実施形態の斜視図であり、図２Ｂにおいては追加
的な詳細を示すためにいくつかの特徴部が除去されている。
【図３】図２Ｂに示される加湿システムの一部の正面図である。
【図４】加湿チャンバの例示的実施形態のある図である。
【図５Ａ－５Ｆ】加湿チャンバの例示的実施形態の代替図である。
【図６Ａ－６Ｃ】ベースユニットのまたはベースユニットと関連するカプラを含む加湿シ
ステムの例示的実施形態の代替図である。
【図６Ｄ】図６Ａ～６Ｃのカプラを示す。
【図７】加湿チャンバへ接続された回路コネクタの例示的実施形態を示す。
【図８Ａ－８Ｅ】回路コネクタおよび／または回路コネクタと接続するように構成された
加湿チャンバの例示的実施形態の代替図である。
【図９Ａ－９Ｂ】回路コネクタおよび／または回路コネクタと接続するように構成された
加湿チャンバの例示的実施形態の代替図である。
【図１０Ａ－１０Ｋ】回路コネクタおよび／または回路コネクタと接続するように構成さ
れた加湿チャンバの例示的実施形態の代替図である。
【図１１Ａ－１１Ｂ】回路コネクタおよび／または回路コネクタと接続するように構成さ
れた加湿チャンバの例示的実施形態の代替図である。
【図１２】加湿システムの例示的実施形態の斜視図である。
【図１３】図１２の加湿システムのチャンバ、カートリッジ、およびコネクタの代替図で
ある。
【図１４】インサートブロックを示す図１３の分解図である。
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【図１５】図１３の組立体の断面図である。
【図１６】図１３のカートリッジおよびインサートブロックの拡大斜視図である。
【図１７－１８】図１３のインサートブロックの斜視図である。
【図１９－２２】図１３のコネクタの図である。
【図２３】図１３のコネクタの断面図である。
【図２４】コネクタの構成要素を示す、図１３のコネクタと同様のコネクタの例示的実施
形態の分解図である。
【図２５】図１３のチャンバ、カートリッジ、インサートブロック、およびコネクタの一
部の断面図である。
【図２６】インサートブロックの別の例示的実施形態の正面斜視図である。
【図２７】ワイヤ用の出口穴を示す、図２６のインサートブロックの背面斜視図である。
【図２８】図２６のインサートブロックの下面図である。
【図２９】図２６のインサートブロックの側面図である。
【図３０】図２６のインサートブロックの側断面図を示す。
【図３１】図２６のインサートブロックにおいて使用される回転板ばねピンの詳細なイメ
ージである。
【図３２】インサートブロックの別の例示的実施形態の正面斜視図である。
【図３３】図３２のインサートブロックの背面斜視図である。
【図３４】図３２のインサートブロックの下面図である。
【図３５】図３２のインサートブロックの側面図である。
【図３６】図３２のインサートブロックの側断面図である。
【図３７】複数の部片からなるインサートブロックの例示的実施形態の斜視図であって、
部片の１つまたは複数が外側被覆され得る、斜視図である。
【図３８】図３７のインサートブロックの別の斜視図である。
【図３９】図３８のインサートブロックの別の斜視図である。
【図４０】図３９インサートブロックの別の斜視図である。
【図４１】導管コネクタの別の例示的実施形態の側面図である。
【図４２－４４】ある間隔を空けて配されかつ大きさを決められたＰＣＢ接触パッドを示
す、導管コネクタの例示的実施形態の上面図である。
【図４５－４７】導管コネクタの別の例示的実施形態を示す。
【図４８】カートリッジの別の例示的実施形態の部分を示す。
【図４９－５０】図４８のインサートブロックの図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００６４】
　加湿システムおよび／または装置および／または方法の特定の実施形態ならびに例が、
本明細書において説明される。当業者は、本発明が具体的に開示された実施形態および／
または使用ならびにその明らかな修正形態および均等物を越えて拡大適用されることを理
解するだろう。したがって、本明細書において開示される本発明の範囲は、本明細書にお
いて説明されるいかなる特定の実施形態によっても限定されるものではないことが意図さ
れる。
【００６５】
加湿システム
　本開示のより詳細な理解のために、第１に、１つまたは複数の医療用チューブを含む例
示的呼吸回路を示す図１を参照する。このような呼吸回路は、持続的、可変、またはバイ
レベル気道陽圧（ＰＡＰ）システムであっても、呼吸療法の別の形態であってもよい。
【００６６】
　ガスは以下のとおり図１の呼吸回路内へ運ばれ得る。乾燥したまたは比較的乾燥したガ
スは、ガス源１０５から乾燥したガスを加湿する加湿器１０７へ通る。ガス源１０５は例
えばベンチレータまたは送風機であってもよい。加湿器１０７はポート１１１を介して吸
気チューブ１０３の端部１０９に接続し、それにより加湿されたガスを、呼吸ガスを患者
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へ送達するように構成され得る吸気チューブ１０３へ供給する。ガスは吸気チューブ１０
３を通ってＹピース１１３へ流れ、その後Ｙピース１１３へ接続される患者インターフェ
イス１１５を通って患者１０１へ流れる。呼気チューブ１１７もまたＹピース１１３を介
して患者インターフェイス１１５に接続し、呼気ガスを患者１０１から離れるように移動
させるように構成され得る。ここで、呼気チューブ１１７は呼気ガスを患者１０１からガ
ス源１０５へ戻す。
【００６７】
　この例において、乾燥したまたは比較的乾燥したガスはベント１１９を通じてガス源１
０５へ入る。ファン１２１は、空気または他のガスをベント１１９を通じて引き入れるこ
とにより、ガス源１０５内へのガス流を向上させ得る。ファン１２１は、例えば、電子コ
ントローラ１２３がファン速度を制御する可変速ファンであってもよい。特に、電子コン
トローラ１２３の機能は、主コントローラ１２５への入力および圧力またはファン速度の
ユーザが設定する所定の必要値（設定値）に応じてダイアル１２７を介して電子主コント
ローラ１２５により制御されてもよい。
【００６８】
　加湿器１０７は、大量の水１３０または他の好適な加湿用液体を含む加湿チャンバ１２
９を含む。加湿チャンバ１２９は、加湿チャンバ１２９がより容易に滅菌されるまたは処
分されることを可能にするために、使用後に加湿器１０７から取り外し可能である。加湿
チャンバ１２９の本体は非導電性ガラスまたはプラスチック材料からできていてもよいが
、加湿チャンバ１２９はまた導電性の構成要素を含んでもよい。例えば、加湿チャンバ１
２９は、加湿器１０７上のヒータープレート１３１に接触するまたはそれと関連する高熱
伝導性の基材（例えばアルミニウム基材）を含み得る。
【００６９】
　加湿器１０７はまた電子制御を含んでもよい。この例において、加湿器１０７は電子、
アナログ、またはデジタルの主コントローラ１２５を含む。主コントローラ１２５は、関
連するメモリ内に記憶されたコンピュータソフトウェアのコマンドを実行するマイクロプ
ロセッサを用いるコントローラであってもよい。例えばユーザインターフェイス１３３お
よび他の入力を介してもたらされる湿度または温度の値に応じて、主コントローラ１２５
が、いつ（またはどのレベルに）、加湿チャンバ１２９内の水１３０を加熱するために、
ヒータープレート１３１へエネルギー供給するかを決定する。
【００７０】
　任意の好適な患者インターフェイスが組み込まれてもよい。患者インターフェイスは広
義語であり、当業者（すなわち特別なまたは独自の意味に限定されない）にとってその通
常のかつ慣習の意味を与えられるものであり、非限定的に、マスク（例えば気管マスク、
フェイスマスク、および鼻マスク）、カニューレ、および鼻枕（ｎａｓａｌ　ｐｉｌｌｏ
ｗｓ）を含む。温度プローブ１３５がＹピース１１３付近の吸気チューブ１０３へ接続さ
れてもよく、またはＹピース１１３または患者インターフェイス１１５へ直接接続されて
もよい。温度プローブ１３５は患者インターフェイス１１５付近または患者インターフェ
イス１１５でのガス流の温度を監視する。加熱フィラメント（図示せず）が患者インター
フェイス１１５、Ｙピース１１３、および／または吸気チューブ１０３の温度を調節して
、ガス流の温度を飽和温度より高く上げるのに使用されてもよく、それにより望ましくな
い凝結が起こる可能性を減らす。
【００７１】
　図１において、呼気ガスは患者インターフェイス１１５から呼気チューブ１１７を経て
ガス源１０５へ戻される。呼気チューブ１１７は、吸気チューブ１０３に対して上述のと
おり、呼気チューブ１１７と一体化されて凝結の可能性を減らす温度プローブおよび／ま
たは加熱フィラメントを有してもよい。さらに、呼気チューブ１１７は呼気ガスをガス源
１０５へ戻さなくてもよい。代替的に、呼気ガスは周辺環境へまたは他の補助装置、例え
ば空気スクラバ／フィルタ（図示せず）へ直接通されてもよい。特定の実施形態において
、呼気チューブ１１７は完全に省略される。
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【００７２】
　図１のシステムは、ユーザまたは患者への加熱および／または加湿されたガス流の供給
に関する、腹腔鏡検査、換気などを含むがこれらに限られない、他の用途のために容易に
適合され得る。このような用途は代替的なガス、作動パラメータ（例えば、流れ、圧力、
温度、または湿度）ならびに患者インターフェイスを使用してもよい。
【００７３】
　本明細書において以下で説明される例示的実施形態は、図１のシステムまたは同様のシ
ステムへ組み込まれるように構成されてもよく、さらなる説明は図１に関連する本開示と
併せて読み取られなければならない。
【００７４】
　図２Ａおよび２Ｂは、例示的実施形態による加湿装置１を示す。図２Ｂにおいては、さ
らなる詳細を示すためにいくつかの部分が除去されている。装置は、医療用チューブまた
は導管３を加湿チャンバ４の出口１５へ空気圧式に接続する回路コネクタ２を含む。図４
に示されるとおり、出口１５は、加湿チャンバ４がベースユニット５に設置されるときベ
ースユニット５から離れるように角度がつけられた、実質的に水平な部分において終端し
得る。導管３は、患者回路、すなわち加湿されたガスをユーザへ、例えば、患者インター
フェイス（図示せず）を経て送達するように構成された患者回路の吸気肢であってもよい
。加湿チャンバ４の入口８は加圧ガス源へ流体連通されるように構成される。これは、加
湿装置１から取り外し可能であってもよいが、加湿装置１から離れて位置づけられてもそ
の一体部分を形成してもよい。例えば、入口８は、ガスを入口８を通るよう駆動するベー
スユニット５内のまたはベースユニット５と関連するモータを取り付けたファンへ空気圧
式に結合されてもよい。
【００７５】
　回路コネクタ２は、カプラ６を介したベースユニット５への電気的接続をさらに容易に
する。カプラ６はベースユニット５と一体的に形成されてもよく、または個別の取り替え
可能なモジュールまたはカートリッジであってもよい。モジュールを変更する機能が、異
なる形態の加湿チャンバおよび／または回路コネクタの使用を可能にするために有利には
使用され得る。加えてまたは代替的に、制御回路構成を含むことにより、モジュールが、
加湿装置１の動作を変更するよう変えられてもよい。導管３は、システムの１つまたは複
数のパラメータに関する信号の連通を電気的にまたは他の方法で容易にする導管および／
またはセンサワイヤを通って流れるガスの加熱を提供する１つまたは複数の抵抗加熱ワイ
ヤを含んでもよい。したがって、用語「電気的接続」は「空気圧式接続」と区別するため
に使用され、限定的であるように解釈されるべきではない。例えば、光ファイバーを介し
て光信号が伝えられてもよい。結果として、回路コネクタ２はより一般的に、導管３（お
よびセンサなどの任意の関連する周辺装置）をベースユニット５へ、例えばカプラ６を介
して通信可能におよび／または電気的に接続してもよい。
【００７６】
　回路コネクタ２は、回路コネクタ２（およびしたがってまた導管３）が加湿チャンバ４
から取り外されることを可能にするよう手動で押下され得る少なくとも１つのボタンまた
はスイッチ１０を含み得る。本明細書において明らかになるとおり、回路コネクタ２およ
び加湿チャンバ４の出口１５は、それらの間の接続について係止可能に係合されるように
なり得、後で回路コネクタ２を加湿チャンバ４から係合解除可能とすることができるよう
少なくとも１つのボタンまたはスイッチ１０が使用される。任意の好適な接続が使用され
得る。
【００７７】
　ベースユニット５は、ユーザディスプレイおよび／または制御装置を取り付けるのに使
用されてもよいパネル９をさらに含む。例えば、様々なダイアル、スイッチ、および他の
入力手段がデバイスの動作を制御するために使用され得る。加えてまたは代替的に、タッ
チスクリーンディスプレイが使用されてもよい。ユーザディスプレイは、何らかのエラー
もしくは誤作動を警告する、またはユーザの行動が必要な場合に入力を促すなどの、シス
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テムのパラメータを表示してもよい。タッチスクリーンディスプレイが使用される場合、
同じディスプレイが、少なくとも部分的に、情報をユーザへ提示し、ユーザから入力を受
信するために、使用されてもよい。
【００７８】
　図３に示されるとおり、ベースユニット５は、加湿チャンバ４の内容を加熱するよう制
御可能な方法で給電されるヒータープレート１１を含む。より迅速な加熱を達成するため
に、加湿チャンバ４は高熱伝導性材料から作られるベースプレート１９を含んでもよい。
さらに、加湿チャンバ４のベースプレート１９とヒータープレート１１との間の良好な接
続を確実にするために、２つの表面は互いに向かって偏向されてもよい。例えば、一実施
形態によれば、縁１２が加湿チャンバ４のベースプレート１９からまたはその近くで外側
に延在し、加湿チャンバ４がベースユニット５上を摺動するとベースユニット５の突出す
るリム１３の下に受け入れられる。ヒータープレート１１は、ヒータープレート１１が加
湿チャンバ４のベースプレート１９内へ上向きに付勢されるようにばね式に取り付けられ
てもよく、縁１２は突出するリム１３に抗するよう作用する。
【００７９】
　図２Ａを再び参照すると、ベースユニット５はばね付きのラッチバー１４をさらに含む
。加湿チャンバ４をベースユニット５と係合させるために、ラッチバー１４は、第１に、
縁１２が突出するリム１３の下に受け入れられ得るように押下される。これは、加湿チャ
ンバ４のベースプレート１９をラッチバー１４上に位置づけ、加湿チャンバ４を下向きに
、その後ベースユニット５の後方に向かって押すことにより都合よくは実施されてもよい
。加湿チャンバ４がベースユニット５と完全に係合されると、ラッチバー１４は、加湿チ
ャンバ４のベースユニット５からの意図しない除去を防止するために持ち上げられかつ機
械的ストッパとして機能し得る。加湿チャンバ４をベースユニット５から係合解除するた
めには、ラッチバー１４が第１に押下されなければならず、その後加湿チャンバ４が、加
湿チャンバ４のベースプレート１９をヒータープレート１１の表面にわたり、その後ラッ
チバー１４上を摺動することにより、ベースユニット５から引き離されなければならない
。図示のとおり、加湿チャンバ４は、加湿チャンバ４がベースユニット５から引き離され
るときに、ユーザが加湿チャンバ４を把持するのをより容易にする把持部分１６を含み得
る。
【００８０】
　図４を参照すると、加湿チャンバ４の出口１５は、少なくとも加湿チャンバ４から先端
側にある出口１５の端部において、加湿チャンバ４がベースユニット５上を摺動するまた
はそこから滑り落ちるときに、加湿チャンバ４の移動方向に実質的に平行になるように方
向づけられてもよい。装置をこのように構成することにより、回路コネクタ２、加湿チャ
ンバ４、およびベースユニット５を、加湿チャンバ４をベースユニット５と係合しその後
回路コネクタ２を加湿チャンバ４の出口１５へ取り付けるか、または回路コネクタ２を加
湿チャンバ４の出口１５へ取り付け、その後加湿チャンバ４をベースユニット５と係合す
るかのいずれかにより組み立てることが可能になる。後者の組み立てオプションは、回路
コネクタ２および出口１５が係止可能に係合されるように構成され、このことは加湿チャ
ンバ４がベースユニット５上を摺動する間回路コネクタ２が出口１５から分離するのを防
止することから、従うのがさらにより簡単になる。加えて、後者の組み立てオプションと
同様に、導管３および加湿チャンバ４は、配送のために予め組み立てされてもよく、それ
により組立プロセスから１ステップを除去する。組立ての順序と関係なく、導管３および
／または回路コネクタ２とカプラ６および／またはベースユニット５との間の電気的接続
または他の接続は、回路コネクタ２がカプラ６と結合する際になされ得る。
【００８１】
　同様に、分解は異なる順番で実施されてもよい。より詳細には、回路コネクタ２が第１
に加湿チャンバ４の出口１５から除去され、続いて加湿チャンバ４がベースユニット５か
ら除去される。代替的に、回路コネクタ２が加湿チャンバ４の出口１５へ依然として取り
付けられているときに、加湿チャンバ４がベースユニット５から除去されてもよい。後者
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のオプションは、ベースユニット５からの消耗品の分解および廃棄の間の流体の漏れの可
能性を減らすのに有利には役立ち得る。
【００８２】
案内特徴部
　回路コネクタ２、加湿チャンバ４、およびベースユニット５のその組立体上への係合を
容易にするために、様々な案内装置が、互いに対するその向きおよび／または位置を制御
するために設けられてもよい。より詳細には、加湿チャンバ４が摺動されてベースユニッ
ト５およびカプラ６と係合するのを可能にするために、特に回路コネクタ２が出口１５に
取り付けられるときに、構成要素部品がすぐにかつ容易に整列させられるように、様々な
配向特徴部が加湿チャンバ４および／またはカプラ６上に設けられてもよい。例えば、加
湿チャンバ４は、回路コネクタ２もカプラ６と係合させられるように、ベースユニット５
と完全に係合させられ得る。本明細書において以下に開示されるとおり、回路コネクタ２
および／またはカプラ６は加えてまたは代替的に、回路コネクタ２が、回路コネクタ２お
よび加湿チャンバ４のベースユニット５およびカプラ６への簡単な結合を可能にするよう
適切に方向づけられた状態で、回路コネクタ２が加湿チャンバ４へ接続されることを確実
にするのに役立つように配向特徴部を含んでもよい。
【００８３】
　図５Ａ～５Ｆは加湿チャンバ４の例示的実施形態の様々な代替図である。図６Ａ～６Ｃ
はカプラ６の代替図である。図５Ａ～５Ｆに示されるとおり、加湿チャンバ４は、鼻部分
２０１と案内羽根２０２とを含み得る。これらの特徴部は、カプラ６における輪郭形成さ
れた（ｃｏｎｔｏｕｒｅｄ）凹部３０１およびスロット３０２とそれぞれ係合するように
構成される（図６Ａ～６Ｃ参照）。
【００８４】
　さらなる開示は、座標系であって、Ｚ軸がヒータープレート１１から垂直に延在し、Ｙ
軸が加湿チャンバ４とベースユニット５との係合の方向に整列し、Ｘ軸がＺおよびＹ軸の
両方に垂直である座標系に言及する。さらに、鼻部分２０１の幅はＸ軸に沿って画定され
、鼻部分２０１の長さはＹ軸に沿って画定され、鼻部分２０１の高さはＺ軸に沿って画定
される。
【００８５】
　一実施形態において、鼻部分２０１の幅は鼻部分２０１の第２端部でよりも第１端部で
狭く、鼻部分２０１の第１端部は、第１に凹部３０１内に受け入れられるように構成され
ている。これは、鼻部分２０１が凹部３０１内に最初に受け入れられるようにするために
、加湿チャンバ４のＸ軸に沿った（同様にＺ軸を中心に回転する）位置に関するいくらか
の公差を提供する。さらに、鼻部分２０１の広い方の第２端部は鼻部分２０１（およびし
たがってまた加湿チャンバ４）のＸ軸に沿った（およびＺ軸を中心として回転する）位置
を、鼻部分２０１と凹部３０１との間の間隔または公差が減少され、それにより相対的移
動の程度が減少するという点において、精緻化するよう機能してもよい。
【００８６】
　図示の実施形態において、凹部３０１は、鼻部分２０１の傾斜した側壁が、対応しかつ
同様に傾斜する凹部３０１の側壁に当接するように構成される。鼻部分２０１の側壁およ
び凹部３０１の側壁をこのように構成することにより、加湿チャンバ４の位置は、Ｘ軸に
沿ってだけでなくＹおよび／またはＺ軸を中心とする回転についても制御されるが、その
理由は、鼻部分２０１の長さに沿った、およびまた鼻部分２０１の高さに沿った少なくと
も２つの位置における鼻部分２０１のＸ軸に沿った移動が実質的に抑制されるからである
。
【００８７】
　しかしながら、鼻部分２０１の側壁が凹部３０１の側壁と当接しない場合もこれらの利
益のいくつかを達成することは可能である。例えば、鼻部分２０１が図示のとおりに構成
されるが、凹部３０１の側壁がそれらの長さに沿って実質的に平行であり、鼻部分２０１
のその第２端部での最大幅より大きい距離だけ間隔を空けて配される場合、構成は依然と
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して鼻部分２０１の凹部３０１内への最初の挿入を支援し、Ｚ軸を中心としたいくらかの
回転移動は可能となり得るが、鼻部分２０１の第２端部での鼻部分２０１のＸ軸に沿った
移動を少なくともかなり制限する。鼻部分２０１の側壁が実質的に平行であり、凹部３０
１がＹ軸に沿ったその長さに沿って、その開口部から鼻部分２０１の幅と少なくとも同じ
大きさの幅へ狭くなる場合も、同様の結果が達成される。
【００８８】
　凹部３０１と組み合わされた鼻部分２０１は加えてまたは代替的に、加湿チャンバ４の
最初の配置に対する少なくともＺ軸に沿った公差を提供してもよい。さらに、特定の実施
形態によると、鼻部分２０１および凹部３０１は協働して、Ｚ軸に沿ったおよび／または
Ｘおよび／またはＹ軸を中心とする回転についての加湿チャンバ４の位置を精緻化し得る
。
【００８９】
　この公差は、Ｘ方向における公差と同様の方法で提供される。図示のとおり、例えば図
５Ｃにおいて、鼻部分２０１の高さは第２端部でよりも第１端部で低くなっており、高さ
はベースプレート１９から計測される。図６Ｂに示されるとおり、凹部３０１は同様に輪
郭形成され、それにより容易な最初の挿入を提供し、その後加湿チャンバ４のベースユニ
ット５との完全な係合への引き続きの挿入に際してのＺ軸に沿った位置の精緻化が続く。
Ｘ軸に沿った幅方向の公差に関する説明と同様に、凹部３０１の下側の実質的に下方に向
く反対側の壁は、その長さに沿って鼻部分２０１の上方に面する上側と当接しなくてもよ
い。例えば、一方または他方が、先に述べられたものと同様の欠点を有して、ヒータープ
レート１１と実質的に平行に方向づけられてもよい。より詳細には、最初の挿入が容易に
され得る一方で、加湿チャンバ４のＺ軸に沿った位置の精緻化の度合いは減少され得、ベ
ースプレート１９がヒータープレート１１に平行になることを確実にするための制御性が
低下し得る。
【００９０】
　幾つかの実施形態において、案内羽根２０２のスロット３０２との係合は、ベースプレ
ート１９とヒータープレート１１との突出するリム１３を介した整列および係合の必要性
を減らすのに十分な移動制限を提供する。いくつかの構成において、ベースユニット５は
突出するリム１３を含まなくてもよい。幾つかの実施形態において、鼻部分２０１は案内
羽根２０２がない状態で設けられてもよい。しかしながら、加湿チャンバ４の少なくとも
Ｚ軸に沿った位置付けの制御性を高めるためにおよび／またはヒータープレート１１がベ
ースプレート１９に実質的に平行であることを確実にするために、少なくとも、ヒーター
プレート１１がばね式に取り付けられた実施形態においては案内羽根２０２の使用が好ま
しい。反対に、案内羽根２０２は鼻部分２０１がない状態で設けられてもよいが、このよ
うな構成はあまり好ましいものではなく、その理由は鼻部分２０１は加湿チャンバ４の最
初の位置決めをより容易に支援することができ、かつまた、位置を精緻化するためにその
最初の粗い調節を行うことができ、案内羽根２０２が次いでＺ軸に沿った加湿チャンバ４
の位置をさらに精緻化するのに使用され、少なくともＸおよびＹ軸を中心とした向きを制
御する可能性があるからである。鼻部分２０１が省略される場合、案内羽根２０２は例え
ば、加湿チャンバ４から垂直に延在する実質的に剛性の取付具へ取り付けられてもよく、
案内羽根２０２はそこから横方向に延在する。実質的に剛性の取付具は、実質的に平面的
であってもよく、略Ｔ字型の断面を備える。しかしながら、強度および剛性を増大させる
ためには、取付具は、厚さを有するより大規模な要素を含んでもよいが、この厚さにより
取付具がカプラ６と直接接触することは概してない。
【００９１】
　例えば、図５Ｂに示されるとおり、案内羽根２０２は鼻部分２０１の第１端部へ完全に
至るまでには延在しない。代わりに、それらは鼻部分２０１の第１端部から間隔を空けて
配され、それにより鼻部分２０１と凹部３０１との間の最初の係合を、案内羽根２０２と
スロット３０２との係合なしに可能にし、これは、加湿チャンバ４とベースユニット５と
の、２つの間の相対的位置が精緻化された後の引き続きの係合に際してのみ生じる。
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【００９２】
　明らかになるとおり、代替的案内手段が代用され得る。例えば、加湿チャンバ４の輪郭
形成された凹部がカプラ６の鼻部分または突起部を受け入れるように、鼻部分２０１が輪
郭形成された凹部の形態であってもよく、逆もまた同様である。同様に案内羽根２０２は
カプラ６上の羽根または他の突起部を受け入れる溝で置換されてもよい。同じ機能を果た
す他の配置構成も使用され得る。
【００９３】
　また図７から明らかかつ図１０Ａ、１０Ｄ、および１０Ｅにおいてより明らかに図示さ
れるとおり、回路コネクタ２は、出口１５の実質的に垂直部分を収容するように構成され
たカットアウト４０３を含み得る。この場合も、完全な挿入は正しい整列でのみ可能であ
ることから、これは、回路コネクタ２が出口１５の端部へ挿入される際に正しく方向づけ
られることを確実にするのに役立つ。さらに、この配置構成はより強い結合をもたらし、
以下に記載の電気的接続を可能にする。この場合も、カットアウト４０３の少なくとも最
初の部分は、出口１５の垂直部分を受け入れるカットアウト４０３の第１部分が出口１５
より広く、必要とされる最初の整列についていくらかの公差を提供するように角度がつけ
られるか湾曲され得る。しかしながら、出口１５が略円形の断面である場合、いくらかの
公差が出口１５の円形状により本来的にもたらされるため、これは必要とされないことも
ある。
【００９４】
　図８Ａおよび８Ｃを参照すると、回路コネクタ２は、加えてまたは代替的に、出口１５
上の同様に角度がつけられた突起部４０９を受け入れる角度がつけられたカットアウト４
０８を含んでもよい。この場合も、これは回路コネクタ２および出口１５の互いに対する
向きを確立および固定するよう機能する。
【００９５】
　加えてまたは代替的に、案内手段がヒータープレート１１および／または加湿チャンバ
４のベースプレート１９に組み込まれてもよい。例えば、ヒータープレート１１の隆起部
が加湿チャンバ４のベースプレート１９の溝の中に受け入れられるように構成されてもよ
く、逆もまた同様である。
【００９６】
回路コネクタ
　回路コネクタ２の第１実施形態が図２Ａ、２Ｂ、６Ｃ、および７に示される。回路コネ
クタ２の第１端部（図２Ｂ参照）は、呼吸チューブすなわち導管５０１の端部を受け入れ
るおよび空気圧式にシールするように構成される（図６Ｃ参照）。
【００９７】
　回路コネクタ２は本体５０２と延長部分５０４とを含んでもよい。組み立てられると連
続的な流路を提供するように、本体５０２の内部は導管５０１を出口１５の水平な部分へ
接続するチャネルを画定する。シール（例えばＯリング、二重Ｏリング、またはリップシ
ール）が、送達されているガスの漏れを防止するために、本体５０２の内部と出口１５の
外部との間の接触面の間に設けられてもよい。
【００９８】
　カプラ６は延長部分５０４を受け入れかつ覆うシュラウド５０５を含む状態で図示の。
これは、液体が漏れた場合その液体が回路コネクタ２の電気構成要素と接触するようにな
る可能性を減らすまたは除去するのに役立ってもよく、かつまた結合を強化し硬くするよ
う機能する。さらに、シュラウド５０５は、回路コネクタ２を加湿チャンバ４の出口１５
と係合させる、および／またはベースユニット５と係合させるのを支援し得る。より詳細
には、シュラウド５０５は、回路コネクタ２がどこに位置づけられるべきかについての視
覚的な表示を提供する。さらに、シュラウド５０５は回路コネクタ２の位置の上にいくら
かの物理的制御を提供し得る。例えば、図示の実施形態において、少なくとも回路コネク
タ２の延長部分５０４は、ヒータープレート１１に対向するシュラウド５０５の壁の一部
に接するように受け入れられる。これは、ヒータープレート１１をシュラウド５０５に向
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かって付勢するためにヒータープレート１１がばね式である場合に特に起こり得る。した
がって、回路コネクタ２の少なくとも高さ（すなわちＺ軸に沿った）は制御され得る。シ
ュラウド５０５が湾曲した反対側の壁を備えることで、回路コネクタ２がシュラウド５０
５により形成された円弧の中心に向って付勢されるため、回路コネクタ２のＸ軸に沿った
位置決めを支援することができる。シュラウド５０５の物理的位置決め機能は、回路コネ
クタ２の位置の上限だけでなくその実際の位置を制御するためにシュラウド５０５に少な
くとも部分的に回路コネクタ２を取り囲む壁を画定させることにより、なおさらに向上さ
れる。
【００９９】
　図８Ａ～８Ｃは回路コネクタ２と出口１５との間の係止可能であるが取り外し可能な結
合の実施形態を図示する。回路コネクタ２は、例えば、回路コネクタ２を出口１５から除
去することを可能にするために例えば親指または他の指により手動で駆動し得るボタン１
０を含む。ボタン１０は弾性的に伸縮自在の（ｒｅｓｉｌｉｅｎｔｌｙ　ｅｌａｓｔｉｃ
）材料から作製され、出口１５の外壁に形成された凹部６０１内に受け入れられるように
構成された部分を有する。ボタン１０の押下は、ボタン１０の係合部分を凹部６０１から
係合解除する。図８Ｄおよび８Ｅは、ボタン１０が実質的に剛性の材料から作製されるが
ばね式に取り付けられてもよい代替的実施形態を図示する。ボタン１０の押下はばねに抗
して作用し、ボタン１０の係合部分６０２を出口１５の外壁の凹部から係合解除する。
【０１００】
　図９Ａおよび９Ｂは、ボタン１０またはその少なくとも係合部分６０２が弾性的に伸縮
自在であり、それにより少なくともボタン１０の一部が変形して係合部分６０２を出口１
５の凹部６０１から係合解除する、代替的実施形態を図示する。
【０１０１】
　図１０Ａ～１０Ｈは回路コネクタ２の代替的実施形態を図示する。図１０Ｆ～１０Ｈに
おいて、さらなる詳細を示すために回路コネクタ２の一部が除去されている。この実施形
態によると、ボタン１０が回路コネクタ２の側部に位置づけられるが、その理由はこれが
回路コネクタ２を出口１５から分離しようとするときにユーザにとって自然な接触ポイン
トに置かれるのに便利であり得るためである。ボタン１０は伸縮自在（ｅｌａｓｔｉｃａ
ｌｌｙ）に変形可能なリング７０１と一体化されるかそれへ動作可能に結合される。ボタ
ン１０の押下がリング７０１を出口１５の上方外側表面および下方外側表面の少なくとも
１つに形成された凹部から係合解除し、回路コネクタ２が除去されることを可能にする。
図１０Ａ～１０Ｈはまた、電気的接続部または他の接続部を収容するための空洞７０２を
示す。凹部の代替物として、図１０Ｉにおける断面図に示されるとおり出口１５において
突起部７０５が使用されてもよい。これは、本明細書において開示されるこのおよび他の
実施形態に当てはまる。いくつかのそのような実施形態において、回路コネクタ２が出口
１５へ結合されるとき、リング７０１の上部は突起部７０５の後ろ（または突起部７０５
よりベースユニット５の近くに）にある。回路コネクタ２を出口１５から係合解除するた
めには、リング７０１の上部が突起部７０５のレベルより高く上昇し次いで回路コネクタ
２が出口１５から除去され得るように、ボタン１０がリング７０１を変形させるために押
される。電気端子がエッジカード９０１の形態であるさらなる実施形態が図１０Ｊおよび
１０Ｋにおいて示される。さらに図示されるのは、Ｏリングなどのシールを受け入れられ
るように構成された溝９０２である。
【０１０２】
電気的接続部
　例示的電気的接続部８０１が図８Ａおよび８Ｂにおいて示される。電気的接続部は、そ
れらが空気圧式接続部を越えて延在し、図６Ｄに示されるとおりカプラ６上の協働コネク
タ８０２へ電気的におよび／または通信可能に結合するように、回路コネクタ２の延長部
分５０４に設けられてもよい。図８Ａおよび８Ｂに示されるとおり、電気的接続部および
他の接続部はブレード接続部により形成されてもよく、ブレード接続部はそれへ接続する
ための接点を収容するカプラ６におけるそれぞれの凹部において受け入れられる。ピンな
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どの他のコネクタが代替的に使用されてもよいが、ブレード接続部が、凹部でのブレード
の正確な相対的位置付けにおけるいくらかの公差を提供するには有利である。図示の実施
形態においては、いくらかの垂直の公差が提供される。
【０１０３】
　代替的実施形態によると、電気接点は、ばね式ピンであってそれらがハウジングから突
出する程度を変更することを可能にする通路内に収容されたばね式ピンを含む１つまたは
複数のポゴピンまたはばねピン接点を含み、それにより回路コネクタ２およびカプラ６の
ピンの軸に沿った相対的位置における公差を提供する。さらに、ピンが押されようになる
機能は、協働または嵌合コネクタをより容易に収容するアパーチャへのピンの挿入を生じ
させ得る。
【０１０４】
　別の代替的実施形態によると、電気的接続部はエッジカードコネクタすなわちカードエ
ッジコネクタを含み、コネクタの第１部分は、プリント回路基板上に設けられコネクタの
第２部分の１つまたは複数のピンと接触するように構成された１つまたは複数の導電性ト
ラックを有する。
【０１０５】
代替的実施形態
　図１１Ａは、加湿チャンバ４の出口１５と係合された回路コネクタ２の代替実施形態の
断面図である。この実施形態において、回路コネクタ２は、回路コネクタ２の少なくとも
一部が出口１５の内側に受け入れられるように雄接続部を有する。Ｏリング１００５また
は他のシールが雄部分と出口１５の内側壁との間をシールするために使用される。
【０１０６】
　図１１Ｂは図１１Ａのものと同様の図を示すが、出口１５が回路コネクタ２の入口の内
側壁と嵌合する雄部分として構成されるように修正されている。この場合も、Ｏリング１
００５または他のシールが漏れの可能性を減らすまたは除去するために使用されてもよい
。
【０１０７】
　ここで図１２を参照すると、加湿システム２０００が示されている。加湿システム２０
００は任意の好適な構成であってよい。加湿システム２０００は、持続的、可変、もしく
はバイレベル気道陽圧（ＰＡＰ）または他の任意のタイプの呼吸療法のための加熱および
／または加湿されたガスを供給するための他の構成要素と共に使用されてもよい。これは
例えば腹腔鏡手術などの手術用途のためのデバイスと共に使用されてもよい。
【０１０８】
　図示の加湿システム２０００は、加湿チャンバ２００４を受け入れるベース２００２を
含む。供給導管２００６および送達用導管２００８が加湿チャンバ２００４へ接続されて
もよい。供給導管２００６は加湿チャンバ２００４へ加湿されるガス流を送達してもよい
。送達用導管２００８は、ガス流がチャンバ２００４内で加湿された後、ユーザまたは患
者へガス流を送達してもよい。
【０１０９】
　いくつかの構成において、ベース２００２は供給導管２００６および送達用導管２００
８の（例えば吸気肢）一方または両方への電気的接続を含む。図示の構成において、ベー
ス２００２はカートリッジまたはカプラ２０１０を含む。カートリッジまたはカプラ２０
１０はベース２００２と一体的に形成されてもよく、または個別の、取り替え可能なモジ
ュールまたはカートリッジであってもよい。導管２００６、２００８の一方または両方は
１つまたは複数のワイヤを含み得る。ワイヤは、導管壁および／またはガス流の加熱をも
たらす１つまたは複数の抵抗加熱ワイヤを含んでもよい。ワイヤは、システム２０００の
１つまたは複数のパラメータに関する信号を伝えるのを容易にする１つまたは複数のセン
サワイヤを含んでもよい。したがって、用語「電気的接続」はその最も広い意味で使用さ
れ、例えば光ファイバーなどを介した光信号を含むべきであるがこれに限定されない。
【０１１０】
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　図示の送達用導管２００８は、コネクタ２０１２を含む。コネクタ２０１２は導管２０
０８とカートリッジ２０１０との間の電気的接続を容易にする。コネクタ２０１２はまた
導管２００８とチャンバ２００４との間の空気圧式接続を容易にする。したがって、コネ
クタ２０１２は、ベース２００２と導管２００８との間の（カートリッジ２０１０を通じ
た）電気的接続およびチャンバ２００４と導管２００８との間の空気圧式接続の両方を容
易にする。
【０１１１】
　図示の構成におけるコネクタ２０１２は水平方向（すなわちチャンバ２００４のベース
２００２内または上への挿入方向に平行な方向）に接続するよう構築される。コネクタ２
０１２は、カートリッジ２０１０へ水平方向へ電気的に接続するよう構築される。コネク
タ２０１２は、チャンバ２００４へ水平方向に空気圧式に接続されるよう構築される。コ
ネクタ２０１２は、カートリッジ２０１０およびチャンバ２００４の両方へ同じ水平方向
に接続するよう構築される。
【０１１２】
カートリッジまたはカプラ
　カートリッジまたはカプラ２０１０、チャンバ２００４、およびコネクタ２０１２間の
接続部は図１３～１６においてより良好に示される。図示のとおり、カートリッジ２０１
０は、カートリッジ２０１０の電気コネクタ（例えば、図１６に示される電気的接合部２
０３４）を覆うフード部分２０２０を含み得る。フード部分２０２０はベース２００２の
前方に略水平方向に延在してもよい。
【０１１３】
　フード部分２０２０は、垂直に延在する部分に沿った凹部２０２２を含んでもよい。凹
部２０２２は、解放ボタン２０２４を含むコネクタ２０１２の一部を受け入れるように大
きさを決められ、位置づけられ、構成される。図示の構成において、フード２０２０の少
なくとも一部は、（カートリッジ２０１０へ接続されるとき）コネクタ２０１２の上部に
沿って、コネクタ２０１２上の解放ボタン２０２４の位置に対してベース２００２からさ
らに延在する。他の構成も可能である。
【０１１４】
インサートブロック
　図１４を参照すると、図示の構成において、インサートブロック２０３０はコネクタ２
０１２とカートリッジ２０１０との間の電気的接続を容易にし得る。いくつかの構成にお
いて、水滴または他の湿度がコネクタ２０１２に存在し得る。インサートブロック２０３
０は、コネクタ２０１２とカートリッジ２０１０との間の望ましい電気的接続を容易にす
る一方で、カートリッジ２０１０を水または他の湿度から隔離するのに役立つ。
【０１１５】
　インサートブロック２０３０はコネクタ２０１２へまたはカートリッジ２０１０へ取り
付けられてもよい。いくつかの構成においては、インサートブロック２０３０はコネクタ
２０１２にもカートリッジ２０１０にも取り付けられない。図示の構成において、インサ
ートブロック２０３０はカートリッジ２０１０へ取り付けられている。インサートブロッ
ク２０３０をカートリッジ２０１０へ取り付けることにより、導管２００８などの交換の
間にインサートブロック２０３０が誤った場所に置かれるようになる可能性が大幅に減少
する。インサートブロック２０３０をコネクタ２０１２へ取り付けないことにより、導管
２００８の交換が単純化され、各使用の後に導管２００８と共に廃棄されるであろうイン
サートブロック２０３０と比べると廃棄物が少ない。
【０１１６】
　図１７～１８を参照すると、インサートブロック２０３０は第１電気的接合部２０３２
と第２電気的接合部２０３４とを有する。第１電気的接合部２０３２は、カートリッジ２
０１０の電気コネクタと係合するように大きさを決められ、位置づけられ、構成される。
第２電気的接合部２０３４は、コネクタ２０１２の電気接点２０３６（図１４参照）と係
合するように大きさを決められ、位置づけられ、構成される。第１電気的接合部２０３２



(28) JP 2017-500126 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

および第２電気的接合部２０３４は任意の好適な方法で結合され得る。有利には、インサ
ートブロック２０３０は、第１電気的接合部２０３２とカートリッジ２０１０の電気コネ
クタとの間の略水平な接続を第２電気的接合部２０３４とコネクタ２０１２の電気接点２
０３６との間の略垂直の接続へ変換する。
【０１１７】
　インサートブロック２０３０は本体２０４０を含む。本体２０４０はフード２０２０内
に受け入れられるように大きさを決められ、構成される。いくつかの構成において、本体
２０４０はフード２０２０内に保持されるように大きさを決められ、構成される。いくつ
かの構成において、フード２０２０は１つまたは複数の整列特徴部２０４２を含む。図示
の構成において、フード２０２０の整列特徴部２０４２はレール２０４２を含む。レール
２０４２は任意の好適な構成を有してよい。図示の構成において、２つのレール２０４２
はフード２０２０の直径方向に対向する側に互いに整列される。さらに、図１５において
図示のとおり、示されたカートリッジ２０１０はまたフランジ２０４４を含む。フランジ
２０４４はレール２０４２と一体的に形成されてもよく、または、レール２０４２から個
別の特徴部であってもよい。フランジ２０４４は略水平に延在し、コネクタ２０１２を受
け入れる空洞の後方壁から前方に突出する。フランジ２０４４はフード２０２０により覆
い隠される。いくつかの構成において、フランジ２０４４は、先端部が基端部と比べて厚
さが薄い段差が付けられた構成を有し、基端部が先端部より空洞の後方壁に近い。
【０１１８】
　本体２０４０は取付ボス２０４６を含む。凹部２０４８が、取付ボス２０４６と第１電
気的接合部２０３２へ延在する本体２０４０の別の部分との間に画定されてもよい。凹部
２０４８は、フランジ２０４４の少なくとも一部を受け入れるように大きさを決められ、
構成されてもよい。特に、本体２０４０の係合部分２０５０は取付ボス２０４４から凹部
２０４８だけ間隔を空けて配されてもよい。他の構成も可能である。
【０１１９】
　取付ボス２０４４はチャネル２０５２を含み得る。チャネル２０５２は、レール２０４
２を受け入れるように大きさを決められ、位置づけられ、構成されてもよい。チャネル２
０５２は、インサートブロック２０３０がフード２０２０内に固定されたときレール２０
４２のかなりの部分が取付ボス２０４４を越えて露出するように、レール２０４２より長
さが短くてもよい。
【０１２０】
　本体２０４０の係合部分２０５０は１つまたは複数の保持要素２０５４を含んでもよい
。図示の構成において、１つまたは複数の保持要素２０５４は各々偏向可能なタブを含ん
でもよい。少なくとも１つの偏向可能なタブ２０５４は、本体２０４０の反対側の各側部
に位置づけられてもよい。図示の構成において、本体２０４０は本体２０４０の各側面上
に配置された偏向可能なタブ２０５４を有する。
【０１２１】
　タブ２０５４は捕捉要素２０５６を含み得る。捕捉要素２０５６は本体２０４０から離
れるように横方向に延在してもよい。いくつかの構成において、捕捉要素２０５６は偏向
可能なタブ２０５４の少なくとも一部を本体２０４０から離す凹部から略垂直に延在して
もよい。いくつかの構成において、捕捉要素２０５６を含む偏向可能なタブ２０５４の基
端部は、インサートブロック２０３０のフード２０２０内への挿入の間に本体２０４０に
向かって内側へのタブ２０５４の偏向を促進するように成形されてもよい。例えば、捕捉
要素２０５６の基端面は上から見ると先細になっていてもよい。
【０１２２】
　本体２０４０は先端部２０６０を含む。先端部２０６０の近くで、本体２０４０の上面
は、フード２０２０の内側面に一致するように成形されてもよい。図示の構成においては
両方とも湾曲している。
【０１２３】
　本体２０４０の先端部２０６０はフード２０２０内で凹んでいてもよい。図１５に示さ
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れるとおり、先端部２０６０は、コネクタ２０１２の隣接する端部を補完するように成形
され、構成されてもよい。例えば、図示の構成において、本体２０４０の先端部２０６０
はわずかに先細になっていてもよい。
【０１２４】
　接触面２０６２が先端部２０６０と取付ボス２０４６との間に位置づけられてもよい。
図示の構成において、接触面２０６２は下を向いている。いくつかの構成において、接触
面２０６２は略平面である。
【０１２５】
　接触面は、１つまたは複数の開口であってそれを通って接触端子２０６４が延在し得る
１つまたは複数の開口を含む。接触端子２０６４は第２電気的接合部２０３４の少なくと
も一部を画定し得る。接触端子２０６４は任意の好適な構成を有してもよい。
【０１２６】
　いくつかの構成において、接触端子２０６４は水が付着し得る表面を最小化するまたは
減らすように構成されているばね付きの端子である。いくつかの構成において、接触端子
２０６４は、拭き取りまたは除塵の間に布が付き得る表面を最小化するまたは減らすよう
に構成されたばね付きの端子である。弛緩した状態において、接触端子２０６４は有利に
は接触面２０６２を越えて下向きに突出する。圧縮されると、接触端子２０６４は本体２
０４０内へ少なくとも部分的に偏向され得る。
【０１２７】
　図１７を参照すると、いくつかの構成において、本体２０４０は包囲溝２０６６を含み
得る。溝２０６６は取付ボス２０４６を係合部分２０５０へ接続する柱２０６８の後方に
位置づけられてもよい。いくつかの構成において、溝２０６６はシーリング構成要素２０
７０を受け入れてもよい。いくつかのそのような構成において、シーリング構成要素２０
７０はシール、Ｏリングなどであってもよい。いくつかの構成においては、溝２０６６も
シーリング構成要素２０７０も存在しない。
【０１２８】
　図１５を参照すると、インサートブロック２０３０はフック２０２０に挿入されてもよ
い。挿入の間、レール２０４２はチャネル２０５２内に位置づけられる。インサートブロ
ック２０３０は、フランジ２０４４が凹部２０４８内に受け入れられるまで近接して摺動
される。存在する場合、シーリング構成要素２０７０は係合部分２０５０とカートリッジ
２０１０の囲む部分との間で圧縮され得る。挿入の間、フード２０２０の内側面上の特徴
部は、捕捉要素２０５６が内側面上の特徴部の基端付近に来るまでタブ２０５４を本体２
０４０に向かって内側に偏向させ得、ここで捕捉要素２０５６は内側面上の特徴部の近く
に位置づけられ、タブ２０５４が弛緩した状態へ戻り得る。インサートブロック２０３０
をフード２０２内に固定するための任意の好適な構成が使用され得る。適切な位置へ挿入
されそこに固定されると、第１電気的接合部２０３２（例えば、レセプタクル）はカート
リッジ２０１０の電気コネクタの対応する要素（例えば、ピン）と電気的に接触してもよ
い。インサートブロック２０３０が設置されると、第２電気的接合部２０３４（例えば、
端子２０６４）は、乾燥、拭き取り、除塵などのために容易にアクセスされ得る。加えて
、端子２０６４の構成を原因として、端子２０６４などへ施されるコーティング、水およ
び他の液体が端子２０６４上に残ることもそれに付着することもありそうにない。
【０１２９】
コネクタ
　ここで図１９～２４を参照すると、コネクタ２０１２がさらに詳細に説明される。コネ
クタ２０１２は導管２００８の端部に任意の好適な方法で固定され得る。
【０１３０】
　図２４を参照すると、コネクタ２０１２は概して内部プラグ２１００を含む。導管２０
０８は、図示の内部プラグ２１００上に螺合され、外側被覆または他の任意の好適な技術
を使用してそこへ固定されてもよい。いくつかの構成において、シール２１０２が内部プ
ラグ２１００の外側表面へ位置づけられてもよい。シール２１０２は、チャンバ２００４



(30) JP 2017-500126 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

のポートの内側表面と空気圧式シールを形成するのに役立つように使用されてもよい。
【０１３１】
　内部プラグ２１００はまたプリント回路基板２１０４を担持する。プリント回路基板２
１０４は接触パッド２１０６を含み得る。接触パッド２１０６は任意の好適な構成を有し
てもよい。接触パッド２１０６は、インサートブロック２０３０の第２電気的接合部２０
３４の端子２０６４と接触するように大きさを決められ、位置づけられ、構成される。図
示の構成において、互いに等しい間隔を空けて配された６つの接触パッド２１０６がある
。接触パッド２１０６は、水滴の存在に起因するショートの可能性を減らすために間隔を
空けて配され得る。
【０１３２】
　ここで図４２～４４を参照すると、コネクタ２０１２の例示的実施形態は、様々な設計
に従い大きさを決められ、位置づけられ、間隔を空けて配される接触パッド２１０６を有
し得る。図４２は導管コネクタ２０１２の例示的実施形態を示し、均一に大きさを決めら
れ、間隔を空けて配された接触パッド２１０６を示し、ここで、接触パッド２１０６はヒ
ーターパッド、識別パッド、センサパッド、センサパッド、識別パッド、ヒーターパッド
（これはＨＩＳＳＩＨと示され得る）の順で位置づけられ、各々対応するワイヤに接続す
るために適合される。図４３は導管コネクタ２０１２の例示的実施形態を示し、同様にＨ
ＩＳＳＩＨの順で均一に間隔を空けて配されているが、ヒーターワイヤ接続が識別および
センサワイヤ接続より先に作られ、後で絶たれることを確実にするのに役立ち得る相対的
に長いヒーターパッドを備える接触パッド２１０６を示す。図４４は、接触パッド２１０
６が同様に相対的に長いヒーターパッドを有するが、ＳＳＩＩＨＨの順で上から下へ不均
一に間隔を空けて配されたパッド（これはセンサパッドとヒーターパッドとの間のスペー
スを増大させる）を備える導管コネクタ２０１２の例示的実施形態を示す。一実施形態に
おいて、（図４４において示される上の）第１センサパッドは、正（ｐｏｓｉｔｉｖｅ）
センサワイヤへの接続のために適合され、第２センサパッドは負（ｎｅｇａｔｉｖｅ）セ
ンサワイヤへの接続のために適合され、このことは正センサパッドとヒーターパッドとの
間のスペースを最大化するのに役立つ。また、図４５を参照すると、コネクタ２０１２の
実施形態は上から下へＳＳＩＩＨＨの順で、相対的に長いヒーターパッドおよびヒーター
パッドと他のパッドとの間の間隙を備える接触パッド２１０６を有し、この場合もヒータ
ーパッドとセンサパッドとの間のスペースを最大化するのに役立つ。
【０１３３】
　図４８はカートリッジ２０１０の代替実施形態の一部を示し、フード部分２０２０の下
に電気的接合部または接点２０３４を備えるインサートブロック２０３０を示す。この実
施形態において、電気接点２０３４は図４７の接触パッド２１０６の間隔に対応する間隔
を有し、特に、ヒーターパッドに対応する接点と識別およびセンサパッドに対応する接点
との間の間隙を有する。図４９および５０は、図４８に示されるインサートブロック２０
３０の代替実施形態の追加的な図を提供する。
【０１３４】
　図１９～２４を再び参照すると、内部プラグ２１００は、前カバー２１１０および後カ
バー２１１２内に画定される空洞内に保持され得る。前カバー２１１０および後カバー２
１１２は互いに結合されるか、カバー２１１０、２１１２内に内部プラグ２１００を全体
として囲むために内部プラグ２１００へ結合され得る。図示の構成において、後カバー２
１１２は内部プラグ２１００の一部および前カバー２１１０へクリップで留まり、前カバ
ー２１１０も内部プラグ２１００の一部へクリップで留まる。
【０１３５】
　いくつかの構成において、前カバー２１１０および後カバー２１１２のうちの一方の少
なくとも一部で２つのカバー２１１０、２１１２の他方の対応する部分を覆うようにする
ことにより、前カバー２１１０と後カバー２１１２との間の縫い目は覆い隠される。図示
の構成において、前カバー２１１０は凹部２１１４であってその上を後カバー２１１２の
縁２１１６が滑動する凹部２１１４を含む。したがって、縁２１１６は２つのカバー２１
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１０、２１１２間の縫い目を覆い隠し、２つのカバー２１１０、２１１２間の当接関係は
水がコネクタ２０１２に浸透する可能性を減らす。
【０１３６】
　図示の構成において、係止リング２１１８が前カバー２１１０と内部プラグ２１００と
の間に固定され得る。係止リング２１１８は解放ボタン２０２４を含む。解放ボタン２０
２４は、前カバー２１１０および／または後方カバー２１１２に設けられた開口部２１２
０を通って突出する。係止リング２１１８はチャンバ２００４のポートへラッチするよう
に構成され、係止リング２１１８は解放ボタン２０２４を互いに向かって圧迫することに
より偏向されることができ、これにより係止リング２１１８（およびしたがってコネクタ
２０１２）のチャンバ２００４のポートからの除去が可能となる。
【０１３７】
　図１９～２２を再び参照すると、図示の前カバー２１１０は図２４に示される構成とわ
ずかに異なる構成を有する。図１９～２２において示されるとおり、前カバー２１１０の
先端部２１２０は傾斜面２１２２を有してもよい。傾斜面２１２２は、前カバー２１１０
の底部よりさらに先端側に延在する前カバー２１１０の上部に由来し得る。いくつかの構
成において、傾斜面２１２２は略平面である。いくつかの構成において、傾斜面２１２２
は曲線をなしていてもよい。他の構成も可能である。
【０１３８】
　図１９、２１、および２３を参照すると、プリント回路基板２１０４は前カバー２１１
０により支持され得る。図示の構成において、前カバー２１１０は外側表面２１２４に全
体として囲まれ得る支持体領域２１２５を包含する。支持体領域２１２５はプリント回路
基板２１０４の基礎をなし得る。コネクタ２０１２の接続および使用の間のプリント回路
基板２１０４の屈曲または偏向の可能性を減らすために、支持体領域２１２５はプリント
回路基板２１０４へ支持を提供し得る。図示の構成において（図２３参照）、支持体領域
は１つまたは複数のリブなどを含んでもよい。図示の構成において、支持体領域は、プリ
ント回路基板２１０４を全体として囲むリムの周りに形成されるレッジを含む。図示のレ
ッジは、プリント回路基板２１０４が凹んでいるか前カバー２１１０の囲む部分と同一平
面であるように凹んでいる。１つまたは複数のリブがプリント回路基板２１０４のより中
央の部分の下に延在してもよく、プリント回路基板２１０４の少なくとも中央部分に対す
る支持体を画定することができる。任意の数のリブが使用されてもよい。いくつかの構成
において、他の形態の支持体（ボス、平坦部など）が使用されてもよい。いくつかの構成
において、中央支持体は使用されない。
【０１３９】
　図２２を参照すると、前カバー２１１０はまた、少なくとも１つのチャネル２１２６を
含む。図示の構成において、前カバー２１１０は２つのチャネル２１２６を含む。図示の
チャネル２１２６は、略直径方向に反対側にある。チャネル２１２６はフード２０２０の
レール２０４２と整列しそれを受け入れる。かくして、チャネル２１２６は、カートリッ
ジ２０１０との結合の間に、コネクタ２０１２を整列させるのに役立ち得る。チャネル２
１２６およびレール２０４２はまた、カートリッジ２０１０に対するコネクタ２０１２の
、この２つが互いに結合されるときの、垂直移動（例えば、上下）、ねじれ（例えば内腔
の軸に対する回転）および偏揺れ（例えば内腔の軸に垂直な軸に対する回転）に抵抗する
のに役立ちする。
【０１４０】
　再び図２１を参照すると、前カバー２１１０は細長い窪み２１２８を含む。細長い窪み
２１２８は前カバー２１１０の少なくとも上部の上に延在する。図示の構成において、細
長い窪み２１２８はプリント回路基板２１０４の幅と少なくとも同じ大きさの横方向の広
がりを有する（図２０参照）。細長い窪み２１２８は、コネクタ２０１２上に漏れ得る液
体をプリント回路基板２１０４から離れるように逸らすのに役立つ。細長い窪み２１２８
はしたがってプリント回路基板２１０４の基端側であり、細長い窪み２１２８とプリント
回路基板２１０４との間に少なくとも縁が画定されるように、前カバー２１１０内へ凹ん
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でいてもよい。他の構成も可能である。
【０１４１】
　図２１を参照すると、内部プラグ２１００は内腔２１３０を画定する。内腔２１３０は
導管２００８と流体連通している。内腔２１３０は先端部２１３２を有する。先端部２１
３２は非正規の（ｎｏｎ－ｎｏｒｍａｌ）構成を有する。換言すると、先端部２１３２は
内腔２１３０の軸に対して単純に直角にされ（ｓｑｕａｒｅｄ　ｏｆｆ）ない。いくつか
の構成において、先端部２１３２は、それが挿入される加湿チャンバ２００４のポートの
内側形状を補完するように構成される。いくつかの構成において、内腔２１３０の先端部
２１３２は、凝縮液が加湿チャンバ２００４へ戻るよう排出される機能を高めるために、
傾斜しかつポートの中へ可能な限り延在する。これは図１５において最も明らかに示され
る。
【０１４２】
　内腔２１３０の先端部２１３２は傾斜構成を有する。図示の構成において、内腔２１３
０の先端部２１３２は、前カバー２１１０の傾斜面２１２２に対して異なる傾きで傾斜す
る。内腔２１３０の上部は内腔２１３０の底部に対して先端側にさらに突出する。さらに
、内腔２１３０の上部は前カバー２１１０の傾斜面２１２２の最前方部分の前方へ突出す
る。内腔２１３０の上部は前カバー２１１０のいずれの部分よりもさらに先端側に突出す
る。いくつかの構成において、前カバー２１１０は内腔２１３０の底部の先端側に突出す
るが、内腔２１３０の上部は前カバー２１１０の上部よりさらに先端側に突出する。
【０１４３】
　いくつかの構成において、凹部角度Ｒが画定されてもよい。凹部角度Ｒは前カバー２１
１０の上部と内腔２１３０の上部との間の側部から見たときの角度であってもよい。凹部
角度Ｒはいくつかの構成においては１８度であってもよい。凹部角度Ｒが１８度より大き
い場合、および、コネクタ２０１２が逆さまで（すなわち、プリント回路基板２１０４が
水平で、接触パッド２１０６が床に面する）、凝縮液が導管２００８から排出されるとき
、プリント回路基板２１０４上に滴り落ちる可能性が大幅に減少するか除去されると考え
られる。
【０１４４】
　図４５および４６を参照すると、コネクタ２０１２の代替実施形態において、外側支持
体表面２１２４は外に向かって広がっていてもよい、すなわち、細長い窪み２１２８によ
ってよりも先端部２１２０で広くなっている。この広がりは、コネクタ２０１２のフード
２０２０の下への挿入の間に、チャネル２１２６がレール２０４２と適切に垂直に整列す
ることを確実にするのに役立つ。
【０１４５】
　図２５を参照すると、チャンバ２００４はポート２１３８を含む。ポート２１３８は開
口部２１４０において終端する。図示のとおり、内腔２１３０の先端部２１３２は、プリ
ント回路基板２１０４がインサートブロック２０３０の端子２０６４との接触に近づく時
点で十分ポート２１３８内にある。かくして、図示の構成において、カートリッジ２０１
０およびポート２１３８からのコネクタ２０１２の分離の間に、プリント回路基板２１０
４とインサートブロック２０３０との間の電気的接続は、内腔２１３０とポート２１３８
との間の空気圧式接続が絶たれる前に絶たれる。換言すると、電気的接続は空気圧式接続
の前に絶たれる。同様に、コネクタ２０１２とカートリッジ２０１０およびポート２１３
８との結合の際、空気圧式接続は電気的接続より前に確立される。より詳細には、内腔２
１３０およびポート２１３８は、端子２０６４がプリント回路基板２１０４のパッド２１
０６と接触する前に嵌合する。
【０１４６】
　特定の実施形態および例が本明細書において開示されたが、発明性のある主題は、具体
的に開示された実施形態を越えて、他の代替的実施形態および／または使用へ、ならびに
その修正形態および均等物にわたる。したがって、本明細書に添付される特許請求の範囲
または実施形態は、本明細書において説明される特定の実施形態のいずれによっても限定
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されない。例えば、本明細書において開示されたいずれの方法またはプロセスにおいても
、方法またはプロセスの行為または動作は任意の好適な順序で実施されることができ、い
ずれの特定の開示された順序にも必ずしも限定されない。様々な動作が、特定の実施形態
を理解するのに役立ち得る方法で、複数の別個の動作として次々に説明され得るが、しか
しながら、説明の順序は、これらの動作が順序に依存するものであることを暗示すると解
釈されるべきではない。加えて、本明細書において説明されたいくつかの構造は、一体化
された構成要素としても個別の構成要素としても実現され得る。様々な実施形態を比較す
る目的で、これらの実施形態の特定の態様および利点が説明されている。全てのそのよう
な態様または利点が全ての特定の実施形態によって達成される必要はない。したがって、
例えば、様々な実施形態が、１つの利点または一群の利点を、本明細書において同様に教
示または提案され得る他の態様または利点を必ずしも達成せずに、本明細書において教示
されるとおり達成または最適化する方法で実施されてもよい。
【０１４７】
　多くの変形形態および修正形態が本明細書において説明された実施形態に対して作られ
得るが、それらの要素は他の許容可能な例の中でもとりわけのものであると理解されるも
のであることが強調されなければならない。全てのそのような修正形態および変形形態は
、本明細書において本開示の範囲内に含まれることを意図され、以下の特許請求の範囲に
より保護される。さらに、前述の開示におけるいずれのものも、任意の特定の構成要素、
特徴または加工工程が必要または必須であると暗示することを意図するものではない。

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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